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インドネシアの伝統治療薬 Jamu の適用を目的とした	
 

植物の分類に関する情報学的研究	
 

 

福山正人 

 

内容梗概 

 
	
 Jamu はインドネシアのジャワ島で古くから民間に伝承されてきた伝統的治療薬であり、

通常は複数の植物生薬のハーブから構成される。病気の治療に有用であることに加えて、

Jamuは健康の維持にも有用で、化粧品にも用いられている。Jamuを作る際、患者の希望し

た効果に調整するのためにいくつかの植物を選択し、混合する。伝統的に、その植物は経

験により選ばれ、世代から世代へと受け継がれ、Jamu の効果は経験的に証明されている。

近年では、多くの Jamuはインドネシアの企業によって商業的に生産されおり、人々に広く

知られている。しかしながら、Jamuなどの伝統薬は近代医学の研究対象として評価が低く、

医療の現場では医薬品として利用されていない。 

	
 本研究では、医療・健康管理の有効利用を提示するため、各 Jamuに用いられている植物

の薬効・適応症から Jamu治療を科学的に検討した。Jamuの薬効に関するデータから PLS (部

分最小二乗法)および PCA (主成分分析)などの統計学的手法を用い、構成植物の薬効を推測

した。次に、各植物の関連論文からその薬効・適応症を調べ、先の分析結果と比較した。

さらに、Jamuの薬効分類だけでは識別されなかった構成植物の具体的な薬効も整理した。 
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Information theoretic analysis for finding relation between plant and 
efficacy based on plant usage in Indonesian traditional medicine Jamu  

 

Masato Fukuyama 
 

Abstract 
 

Jamu is a traditional medicine that has been handed down through generations for a long time in 

Java, Indonesia. Jamu usually consists of several herbal ingredients. Besides being useful in curing 

diseases, jamu is also helpful in maintaining health and is used for cosmetic purposes. In making 

jamu, several plants are selected and mixed so that the efficacy of the concoction is as required for 

the patient. Traditionally, the plants are chosen by experience, passed down from generation to 

generation, and the efficacies of jamu are proven empirically. Nowadays, many jamu are produced 

commercially by many companies in Indonesia, and are popular among local community. However, 

traditional medicine such as Jamu is not well recognized compared to modern medicine and has not 

been applied as medicine in the modern medical treatments. In this study, to explore the effective 

utilization of Jamu in medical care and health management, we scientifically examined the relation 

between the efficacy of and plants used in each Jamu. We predicted the efficacy of constituent plants, 

using statistical methods, such as PLS (Partial Least Squares) and PCA (Principal Component 

Analysis) from data on the efficacy of Jamu. Next I compared current results with previous results 

and found substantial similarity between them. Also, based on related articles I organized a broader 

range of efficacies compared to the previous study.  
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 緒言

1.1 背景 

	
 Jamu はインドネシアのジャワ島で古来から現在に至るまで民間に伝承されてきた伝統治

療薬である。通常は植物の根茎、葉、樹皮、果実などの複数の植物生薬のハーブを混合し、

それらを磨り潰してジュース状にして服用する。また、Jamu は｢客をもてなす｣と「植物の

根や葉などから造られた薬」という意味があり、健康増進薬から病気の治療薬まで幅広く

人々の間に広まっている[1]。 

今日のインドネシアの伝統医学の代名詞ともなっている Jamuのかなりの部分がヒンドゥ

ー思想で病気の原因や治療を述べるアーユルベーダと共通することから、インドネシアの

伝統医学はインドと密接な関係があるといわている[2]。また、インドネシアでは Jamuの発

祥地が中部ジャワのスマラン及びソロ地方と考えられており、世界的遺産として有名なボ

ロブドゥール遺跡の壁面に Jamuを調合している姿が彫り込まれていることから、 8世紀中

頃には渡来していたとされている[1]。 

また、Jamu を扱う人々は医者ではなく、市場の行商人がそれを調合する。熱帯の豊かな

生物多様性を背景としているだけに市場にはおびただしい種類の生薬が所狭しと山積みさ

れており、その中で Jamuの瓶を何本か入れたかごを背負って売り歩く女性の行商人の姿は

ごく日常的に見られる。彼女らは、患者の問診を主とし、他の伝統医学で見られるような

触診をすることなく、市場内の所定の位置や自宅に買いにきた人にどんな症状かを聞いた

後、自分の記憶している処方の中から最適な Jamuをその場で調合する。我々の感覚からす

れば医者というより薬剤師に近い存在である。治療概念や医学体系についての記録はなく、

配合生薬の種類、調合技術、どういった病気に処方するかは母から娘への世襲制で、全て

口伝で受け継がれている[1][2]。 

最近では製薬会社によって処方された Jamuの粉末や錠剤、カプセル剤、丸薬なども市場

や薬局で販売するようになり、多くの人々が利用できるようになったが、1960 年代以前ま

では、細々と一部の人々に伝承され、また僅かな需要に応じるだけで、処方内容を改良す

ることなく、民間に浸透していった。そのため、未だに部外秘の部分が多く、インドネシ

アでの教育が盛んになるに従い、従来の伝承だけに頼っている治療薬 Jamuに不信を抱く人

も増えている。しかも、Jamuの処方概念を科学的に考察しようとする人はほとんどおらず、

いても Jamuに使われる植物生薬の成分抽出や化学構造決定などであり、インドネシアでは

近代医学の研究対象として評価が低く、医療の現場では Jamuの一部のみが医薬品として利

用されている[1]。 
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1.2	
 研究の目的	
 

インドネシアの NA-DFCに登録されている商業的薬用 Jamuは、9つの効果に分類されて

いる。しかし、Jamu に配合されている個々の植物についてはどのような効果があり、その

処方の中でどのような役割を果たしているのかについては、西洋医学における単一成分に

よる薬理効果の研究を除いては、一般で行われていない。また、Jamu の処方を寄せあつめ

た処方集はあるが、それを理解できるのは一部の世襲領域だけであり、医学の専門家が見

て、どの程度治療可能であるかを判断できるものではない。 

そこで、Jamu構成植物と薬理効果の直接的な関係をとらえるために、多変量解析を行い、

植物を 9つの効果に分類した。さらに、一部の世襲領域だけではなく、医学の専門家が Jamu

を多種多様な病気に対して処方できるように、個々の植物の関連論文からその薬効を調べ、

現在に至るまで慣習的に用いられてきた Jamuを情報学と薬学の観点から考察する。 
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 材料	
 

	
 この分析で使用するデータはインドネシアの National Agency of Drug and Food Control	
 

(NA-DFC)に記載され、登録されている商業的薬用 Jamuである。2010年 2月にはインドネ

シアの地方の工場によって作られた、6,533個の Jamuが NA-DFCに登録されていた。しか

し、実際、効果が評価されているのは 3,138個の Jamuだけで、さらにこれらの Jamuは 465

個の植物の成分から作られている。本研究で用いる Jamuと植物はこれらに限る。 

	
 Jamuのもつ薬効・適応症は 9つに分類されていて、各 Jamuは 9つのグループのいずれか

1つに分類されている。それを以下に示す。 

①Urinary related problems (URI)：尿関連の問題 

②Disorders of appetite (DOA):食欲障害 

③Disorders of mood and behavior (DMB)：気分や行動の障害 

④Gastrointestinal disorders (GST)：胃腸障害 

⑤Female reproductive organ problems (FML)：女性生殖器官の問題 

⑥Musculoskeletal and connective tissue disorders (MSC)：筋骨格系および結合組織障害 

⑦Pain/inflammation (PIN)：痛み/炎症 

⑧Respiratory disease (RSP)：呼吸器疾患 

⑨Wounds and skin infections (WND)：傷や皮膚感染症 

なお、Jamuを構成している植物自体はこれらに分類されておらず、さまざまなグループで

用いられている[3]。 
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 方法	
 

3.1	
 PLS法による植物の分類	
 

	
 PLS (Partial Least Squares)法を用いて、Jamuを構成している植物がどの効果に分類される

かについて推定する直接的な数理モデル構築を行った。PLS法とは、因子数が多い場合や、

強い共線性がみられる場合、因子と応答の関係がよく理解されない場合などに予測モデル

を構築する手法の一つである。本研究においては、植物間の相関が高く共線性が見られる

ことや、植物とその薬効・適応症が明らかにされていないことから、本手法を用いた。本

研究では、Jamuの構成植物を因子(Xm)とし、その植物が示す効果を(Y)として構成植物から

効果を予測する式(1)の回帰モデルを構築した。	
 

	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
  (1)	
 

	
 

いま、因子の数は m、サンプルの数は n とし、応答を Y、因子を X として表す。PLS 回帰

モデルでは潜在変数 tkを説明変数として回帰を行い、以下の(2)(3)式に示す。	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 (2) 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 (3) 

	
 ここで、qkは Yにおける k 番目の成分の係数であり、pkは Xにおけるｋ番目の重みベク

トルである。また、Aは PLSの潜在変数の数、eは Yの残差、Eは Xの残差を表す。なお、

PLSの潜在変数の数 Aを決定するため、クロスバリデーション(cross validation)という検証

法を用いた。クロスバリデーションは以下の手順で行う。まず、n個のデータのうち 1セッ

トを除いた n-1セットを用いて、モデルパラメータの推定を行う。除いておいた 1セットに

ついて応答 Y の予測値 を得る。ここまでの操作を n 個のセットすべてについて行い、次
の(4)(5)式の指標をもとに予測誤差を計算する。	
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 (4)	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 (5)	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

予測残差平方和(predicted residual error sum of squares PRESS)を最小にするか、Q2を最大にす
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るような成分数を選択する。また、PLSの式(1)(2)をあわせ、以下の式(6)に表わされる。	
 

	
 Y=Xa+f	
 	
 	
 	
 	
 	
 (6)	
 

このとき、aは回帰係数であり、その要素は aj(j=1 2......m)で表わされる。また、fは Yの残

差である[4]。	
 

	
 

	
 

	
 

3.2 PCA法による植物の分類	
 

	
 次に、PCA (principal component analysis;主成分分析)法を用いて Jamuを構成している植物

がどの効果に分類されるかについて推定した。主成分分析法は多変量で表現された行列デ

ータをもとに、分散を最大とする多変量の線形式を構築し、多変量データ構造を把握する

方法である。すなわち、主成分分析法とは複数の要因を少数の成分にまとめ、その特性を

調べる手法であり、多因子からなる多変量データにおいて、因子間の関係とサンプル間の

関係を体系的に特徴抽出する方法である。	
 

	
 まず、始めに、M 個の変量からなる N サンプルを N×M の行列により記述する式(7)で表

わす。	
 

   x11	
 …	
 x1j	
 …	
 x1M 

   …	
 …	
 …	
 …	
 … 

X= xi1	
 …	
 xij	
 …	
 xiM	
 	
 	
 	
 	
 	
 (7) 

	
  …	
 …	
 …	
 …	
 … 

xN1	
 …	
 xNj	
 …	
 xNM 

	
 

第 1主成分を M次元空間における最大分散を有する合成変量 Z1と定義する、続いて、第 1

主成分と直交し、第 1 主成分の次に大きい分散をもつ軸を第 2 主成分と定義する。このよ

うに以下順次、主成分を決めていく。	
 

	
 

	
 Z1=a11X1+…+a1jXj+…a1MXM	
 	
 	
 	
 	
 	
   (8-1) 

	
 Zj=aj1X1+…+ajjXj+…ajMXM	
 	
 	
 	
 	
 	
  	
 (8-2) 

	
 ZM=aM1X1+…+aMjXj+…aMMXM	
 	
 	
 	
 	
 	
 (8-3) 

	
 

	
 主成分分析では主成分スコア、寄与率、因子負荷量の 3 つの指標を用いて、多変量空間

の対象の分析を解析する。主成分スコアとは、式(7)により得られるそれぞれの対象におけ

る Zkの値を指す。いま、k番目の主成分スコアを Zkとする。	
 

	
 次に、寄与率(proportion)とは、オリジナルの多変量データの全分散に対する k番目の主成

分の分散のことをいい、式(9)から求める。	
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 (9)	
 

	
 

	
 この指標を用いることで、各主成分がオリジナルデータに含まれる特徴をどの程度表現

しているのか、あるいは何個の主成分を採用すればオリジナルデータに含まれる特徴を十

分に表現できるのかを知ることができる。寄与率が高いほどオリジナルデータの分布が反

映される。また、第 m 主成分までの分散の和が分散の総和に占める割合を累積寄与率

(accumulated proportion, cumulative proportion)という。	
 

	
 また、因子負荷量（factor loading）とは、第 j番目の変量と第 k主成分における相関係数

r（Xj	
  Zk）で表わしたものである。主成分分析の結果を解釈するためには主成分（総合的

指標）の持つ意味を解釈する必要がある。主成分は各変数の線形結合として与えられるた

め、その解釈のためには、主成分と各変数との相関を把握することによって主成分に強く

影響を及ぼす変数を特定することが有効であり、この指標として因子負荷量を用いる[4]。	
 

	
 

	
 

	
 

3.3 PubMedを用いた文献調査 

3.1と 3.2の統計学的手法を適用して解析した結果、PLSでは 465個、PCAでは 342個、

Bootstrapでフィルタリングした PCAでは 206個の植物が 9つの効果に分類された[3][5][6]。

この全植物をアメリカ国立医学図書館の国立生物工学情報センター(NCBI)が運営する医

学・生物学分野の学術文献検索サービス、PubMedで検索し、各植物の関連論文からその効

能・適応症を調査した。 
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第 4章	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 結果と考察	
 

4.1	
 各植物の効能・適応症	
 

	
 PubMed で検索し、各植物の関連論文からその薬効・適応症を調査した結果を補足資料

(P.84～P.115)に記載し、その一部を以下の表 1 に示す。この表は本研究で用いた 3 つの手

法のうちの 1 つである、PLS 解析により URI(尿関連の障害)に分類された全植物とその薬効

についてまとめたものである。左の欄から通し番号、植物名、その植物が示す効果または

適応症を表す。また、薬効・適応症の欄に(indirect)と記載しているものはそのグループ

の関係ない薬効・適応症を表わしており、(なし)と記載しているものはその植物の関連論

文がなかった、もしくは植物の効果・適応症の記載がなかったものを示す。	
 

	
 

表 1	
 PLS 法により 9 つのグループに分類された植物の薬効・適応症	
 

番

号 

参

考

文

献 

植物名 薬効・適応症 

Efficacy: Urinary related problems (URI)：尿関連の問題	
  

1 12 Imperata cylindrica Beauv. (indirect)血小板凝集を抑制する、血管拡張活動 

2 なし Phellodendron chinense Schneid. なし 

3 13 Pterocarpus indica Willd 糖尿病 

4 14 Prunus cerasus L. 利尿効果 

5 15 Plantago major L (indirect)抗炎症作用や肝臓保護活動  

6 なし Smilax zeylanica L. なし 

7 16 Zea mays L 利尿効果 

8 17 Eugenia cumini Merr 糖尿病 

9 18 Pimpinella anisum L 利尿作用や下剤効果、去痰、抗けいれん作用、腸疝痛や鼓腸  

10 なし Soya max Piper なし 

11 19 Strobilanthes crispus Bl. 抗糖尿病作用、利尿作用、抗がん作用や血圧低下作用 

12 20 Orthosiphon stamineus Benth. 腎機能障害、糖尿病、痛風  

13 21 Cucurbita pepo 前立腺肥大症 

14 22 Phyllanthus urinaria L. (indirect)抗酸化と細胞保護効果  

15 23 Pygeum africanum 前立腺肥大症 

16 24 Serenoa repens (Bartr.) Small 前立腺肥大症による下部尿路症状 

17 25 Scrophularia ningpoensiis Hemsl. 高尿酸血症 
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18 なし Rehmannia preparata なし 

19 26 Sonchus arvensis L 腎保護 

20 27 Solanum lycopersicum L 糖尿病、肥満とコレステロール値減少 

21 28 Paeonia suffruticosa Andr. (indirect)血小板凝集および血液凝固に対する阻害効果  

22 なし Wolfiporia extensa (Peck) Ginns なし 

23 29 Alisma orientalis (Sam.) Juzep. 糖尿病の民間薬、利尿薬 

	
 

補足資料 1 を見ると、Jamu は糖尿病・高血圧・高コレステロール血症などの生活習慣病

から化粧品に至るまで様々な用途に用いられており、Jamu を構成している植物も多種多様

であることが分かる。例えば、Foeniculum vulgare Mill.のように 9つの効果のグループ全て

に分類され、利尿作用・抗炎症作用・抗酸化作用・鎮痛作用・抗菌作用など様々な薬効を

示すものから Acacia sieberiana DC.のように Pain/inflammation (PIN)：痛み/炎症のグループに

のみ分類され、小数の薬効を示す植物まで、様々である。また、465種の多種多様な植物か

ら 3,138種の Jamuが作られていることを考えても、非常に数多くの病態に処方されている

ことが分かる。 

	
 その中で、植物の関連論文を調べると、がんに用いられる植物が数多くあった。疾患別

では、前立腺がん・肝臓がん・胃がん・肺がん・乳がんなどである。これは幅広くがん全

般に効くものから、疾患特異的に作用する植物があることを意味する。さらに、作用機序

別では細胞周期阻害作用・血管新生阻害作用・細胞障害活性・抗増殖作用などが見つかっ

た。つまり、Jamu は古来から経験則で、がんの発症部位別に、そして様々な作用機序をも

つ植物を組み合わせて調剤し、それを患者に提供していたことがうかがい知れる。この点

において、Jamu の治療概念と現代医学はよく似ている。現代医学においてがん細胞死滅に

は、がん細胞の抗がん剤に対する感受性が単一ではない・薬剤耐性の発現が遅延される・

副作用の分散ができるという 3 つの観点から抗がん剤の多剤併用療法が行われている[7]。

よって、様々な植物から構成される Jamuは天然の多剤併用療法だと言え、がんに用いると

3つの効果が期待できる。 

	
 また、「ジャムゥ	
 インドネシアの伝統的治療薬」によると、中枢神経疾患のうち精神病

と心疾患などは専門医にまかせるために、それらの治療用 Jamuは伝承されていないとの記

述がある[1]。しかし、本研究ではうつ病、不安、不眠や心血管疾患に適用される植物が検

出されたことから、処方された Jamuは期待した主作用とは別に、少なからずこれらを予防

したり治療する作用を有していた。よって、既存の Jamuから配合されている植物の種類や

量を変えることで、今まで避けられていた精神病や心疾患に著効を示す Jamuを作り出せる

可能性がある。 

	
 また、インドネシアにおいて Jamu は 9 つのグループに分かれているが、Disorders of 

appetite (DOA):食欲障害と Gastrointestinal disorders (GST)：胃腸障害のグループに分類された

植物の薬効及び適応症はかなり類似していた。例えば、胃潰瘍・糖尿病・炎症性疾患など
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においてである。このことは、食欲があり、食べ物をどんどん食べることにより胃腸の運

動が活発になり、また逆を言えば胃腸が障害されることにより食欲が減退してしまうこと

からも明らかである。また、Pain/inflammation (PIN)：痛み/炎症とWounds and skin infections 

(WND)：傷や皮膚感染症のグループにおいても同じことがいえる。これらグループは炎症

や傷に関するものであり、様々な病気の元になる炎症を抑える抗炎症作用を示す植物が論

文に多く掲載されている。 

	
 さらに現在、外科手術等に用いられる麻酔薬や目薬など感覚器の障害に用いられるよう

な Jamuのグループ見られず、またそのような効果を示す植物も全く見られなかったことか

ら、Jamuは近代医学とは異なる治療体系であることは間違いないようだ[8]。 

 

	
 

	
 

4.2	
 論文掲載率	
 

	
 そして、補足資料 1～3 を各々まとめ論文掲載率を算出したものが表 2 である。これを以

下に定義する。	
 

	
 

論文掲載率(%)= 	
 

	
 

表 2	
 論文掲載率	
 

  PLS PCA Bootstrap 

URI(尿) 77.8 95.8 93.8 

DOA(食欲) 78.4 90 90.9 

DMB(気分・行動) 55.6 77.3 70.6 

GST(胃腸) 94.2 92.9 87 

FML(女性生殖器) 76.5 90.6 90 

MSC(筋・骨・組織) 79 85 88 

PIN(痛み・炎症) 96.4 93.5 95 

RSP(呼吸器) 84 96.2 94 

WND(傷・皮膚感染症) 83.3 89.1 91.7 

Average 80.6 90.2 89.7 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 数字の単位は(%) 
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表 2 を見ると、3 つの解析法により 9 つのグループにより分類された植物の約 88%が

PubMedに掲載されていた。つまり、本研究で用いた 3つの統計学的手法によって 9つのグ

ループに分類したが、その整合性は約 88%で、またその植物の効能・適応症の科学的な裏

付けがとれた。それぞれの解析方法を見ると、PLS は 80.6%と最も低く、PCA と Bootstrap

でフィルタリングした PCAでは 90.2%、89.7%と同程度であった。しかし、9つの効果に分

類されたある薬効が論文に掲載されていなくても、今後医学の進歩により、その薬効が科

学的に証明される可能性もあることから、近い将来増加すると思われる。 

	
 さらに、細く見ていくと、Disorders of mood and behavior (DMB)：気分や行動の障害のグ

ループの論文掲載率が他のグループと比べて低いのが目立つ。このグループではうつ病や

パーキンソン病のような気分、行動を障害する精神疾患が分類される。このような病気は

近年、知名度が上昇したもので、発症メカニズムは未だ不明な点が多く、長年にわたり経

験則で用いられていたものであるために、学術論文に掲載されていないと推測される。さ

らに補足資料 1 を見ると、このグループにはアセチルコリンエステラーゼ阻害作用を有す

る Piper betle L.があった。これは、日本で 1999年に発売されたアルツハイマー病の第一選

択薬(アリセプト)の作用と一致する。アルツハイマー病は認知機能低下・人格の変化を主な

症状とする認知症の一種であり、1906年、ドイツの学会で初めて症例発表された［9］［10］。

すなわち、Piper betle L.が Jamuの原料として配合された当時、現地でアルツハイマー病は

認知されていなかったが、驚くことにインドネシアの人々は経験則でこの植物が気分や行

動の障害に効果を示すことを知っていたということである。 
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4.3 各植物の薬効・適応症と Jamu の効果の分類との関係	
 

	
 補足資料 1～3 を植物の薬効や適応症ごとに分類したのが表 3 になる。	
 

	
 

表 3-1	
 PLS によって分類された植物の薬効・適応症	
 

PLS 

U

R 

I 

D

O

A 

D

M

B 

G

S 

T 

F

M

L 

M

S 

C 

P 

I 

N 

R

S 

P 

W

N 

D 

血小板凝集抑制作用・抗凝固作用	
 2       3     2   

糖尿病・血糖降下作用	
 6 6 2 12 2 1 4 2 1 

利尿作用	
 4     1           

下剤・便秘	
 1 2     1 2     1 

抗炎症作用・炎症性疾患・創傷治癒	
 1 6 1 18 5 16 31 10 11 

肝臓保護作用・肝臓疾患	
 1 4 1 3 1 3 3   1 

去痰作用	
 1           1 2   

抗けいれん作用・鎮痙作用	
 1   1 1   1 1     

鎮痛作用	
 1     8 5 4 10 7 3 

前立腺肥大症・前立腺がん	
 3       1         

抗がん作用	
 1 1   4 7 7 11 2 2 

血圧低下作用・平滑筋弛緩作用	
 2     2   2   1 2 

抗酸化作用	
 1 1 2 17 2 12 6 2 4 

腎機能障害・腎臓保護作用	
 2 2   1   2 1     

高尿酸血症・痛風	
 2                 

肥満	
 1 2 1 2     1   1 

コレステロール低下作用・脂質異常症	
 1 3   6   3       

潰瘍・胃保護効果	
   2   9   3   1   

痴呆	
   1               

炎症性腸疾患	
   5               

強壮作用・心血管強壮作用・循環器疾患	
   3   4 1 4   2 3 

マラリア	
   1   3     1   2 

リウマチ	
   2   3   6 1 2 1 

呼吸器疾患	
   1     1   1 4   

下痢	
   3   2   1     2 

皮膚疾患	
   3     1 1 1 1 3 

貧血	
   1   2 1         
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腸管感染症	
   1   1           

ハンセン病	
   1               

アレルギー・アトピー・アナフィラキシー	
   3   2   1 3 3   

免疫調節作用・自己免疫疾患	
   1   4 1 5     1 

不眠	
   1               

消化不良・胸焼け	
   1               

抗変異原生	
   1         1 1   

神経保護作用・中枢神経系	
     1 1 1 1       

疲労・ストレス	
     1     1       

GABA の蓄積	
     1             

抗コリン作用、抗ヒスタミン作用、	
 

b	
 -アドレナリン刺激作用	
 	
 
    1   1         

抗菌作用・抗ウイルス作用・抗原虫作用・	
 

抗微生物作用・抗真菌作用	
 
  1   3 8 7 4 4 12 

消化管運動の調節・消化器疾患	
       2   2     1 

発熱・解熱作用	
       3 1 1 3 3 3 

喘息	
       1 1 2 2 4 1 

咳・のどの痛み	
       1     1 3   

風邪・上気道感染症	
       2   1 1   2 

慢性気管支炎・気管支炎	
       1 1   2     

胃がん	
       3           

不整脈	
       1 1         

抗線維作用・肺線維症	
       1   3       

乳がん・乳腺がん	
         7         

肺がん・肺細胞がん	
   1     1         

堕胎作用	
         4       1 

骨粗鬆症・骨折	
         2 8 1   1 

低血圧・血管収縮作用	
         1 1       

鎮静作用	
         1   2   1 

性病	
         1     1   

化粧品	
         1       3 

エストロゲン活性	
         3         

制吐作用	
         1       1 

避妊作用	
         4         

抗エストロゲン作用	
         2 2 1     
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抗うつ様作用	
         1         

癌性悪液質	
           1       

血栓溶解作用	
           1 1     

変形性関節症	
           2       

媚薬	
           2       

動脈硬化	
           1     1 

海綿体平滑筋弛緩作用・勃起不全	
           3       

	
 

	
 

	
 

表 3-2	
 

PCA 

U 

R 

I 

D 

O 

A 

D

M

B 

G 

S 

T 

F 

M 

L 

M 

S 

C 

P 

I 

N 

R 

S 

P 

W

N 

D 

利尿作用・尿疾患	
 4 1   2   3       

前立腺癌・前立腺肥大症	
 3         1 1     

一酸化窒素放出の阻害	
 1               1 

抗酸化作用	
 4 4 2 7 3 5 3 2 6 

腎保護作用・腎機能障害	
 3 1     1 1       

糖尿病・代謝性疾患	
 6 10 1 6 2 3 1   1 

降圧作用・高血圧	
 2 1 1 3 2 2   1 1 

喘息	
 1   1 1 1 1 1 2   

感染症	
 1 1 1       1 1 1 

抗菌作用・抗微生物作用・抗ウイルス作用・

抗真菌作用	
 
2 2 2   4 3 1 8 12 

抗炎症作用・創傷治癒効果・傷や怪我	
 5 4 4 13 2 11 17 8 17 

抗がん作用	
 4 3 3 5 2 5 5 2 5 

免疫調節作用	
 1     2   1       

鎮痛作用・虫歯・歯周炎	
 1 2 1 5 3 3 7 4 5 

頭痛	
 1       2     1 1 

痛風	
 1                 

肝臓保護作用・肝疾患	
 1   1 1 1 1     2 

肥満	
 1   1 1     1   1 

アレルギー・アナフィラキシー	
 2   1 2     2 2 1 

気管支炎	
   1     1         
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咳	
   1   1       1   

潰瘍・胃炎・胃の保護	
   1 1 10     1   1 

解熱作用・発熱	
   1   2 2   1   2 

高脂血症	
   3               

CYP3A4 と CYP2D6 の阻害	
   1 1     1 1 1   

炎症性腸疾患(IBD)	
   1             3 

消化器疾患	
   1   2 1 1       

ピロリ菌	
   1   2     1     

認知障害	
     3             

便秘・下剤	
     1   1 1     1 

抗不安作用	
     3     1       

パーキンソン病	
     1             

不眠	
     1     1       

鎮静作用	
     1 1   1     1 

筋弛緩作用	
     1     1       

記憶障害・神経保護作用	
     2             

抗コリン作用、抗ヒスタミン作用、b	
 -アド

レナリン刺激作用	
 	
 
    1             

うつ病	
     1   1         

風邪	
     1 2         1 

抗アテローム硬化性	
     1       1     

リウマチ	
       3   3 3 1 2 

血小板凝集抑制作用	
       2           

肝細胞癌	
       1           

鎮痙作用	
       2     1 1   

慢性気管支炎	
       2           

胃癌	
       2           

マラリア	
       1         4 

心血管疾患・強壮・心筋保護作用・循環器	
       2 1 1     2 

下痢	
       2   1     2 

呼吸器疾患	
       1       5 1 

貧血	
       1 1       1 

利胆作用	
       1   1       

健胃作用	
       1   1 1   1 

乳がん・乳腺がん	
         4         
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アンドロゲン活性	
         1 1       

骨粗鬆症	
 	
         1         

皮膚関連疾患	
 	
         2       4 

避妊作用	
         3         

エストロゲン作用	
         3   1     

堕胎効果	
         2         

化粧品	
         1       3 

気管支拡張作用	
           1       

抗エストロゲン作用	
           2 1     

抗アンドロゲン作用	
           1 1     

疲労	
           1       

平滑筋収縮作用・血管収縮作用	
           2       

骨粗鬆症	
           3       

脂質低下作用・高コレステロール血症	
           2 1   1 

去痰作用	
             1 1   

うっ血	
             1 1   

	
 

	
 

	
 

表 3-3	
 

Bootstrap 

U

R 

I 

D

O

A 

D

M

B 

G

S 

T 

F

M

L 

M

S

C 

P 

I 

N 

R

S 

P 

W

N

D 

利尿作用・尿疾患	
 2     1   1       

腎保護作用・腎機能障害	
 3       1 1       

抗酸化作用	
 3 3 2 4 2 3 2 2 3 

喘息	
 1   1 1 1 1 1 2   

感染症	
 1 1 1         1 1 

抗菌作用・抗真菌作用	
 2   2 1 2 1 1 4 8 

抗炎症作用・創傷治癒作用・傷や怪我	
 4 1 2 7 1 7 12 4 10 

抗がん作用	
 4 2 3 2 3 5 3 4 2 

糖尿病・血糖降下作用	
 4 6   3 1 2 1     

鎮痛作用・虫歯・歯周炎	
 1 1   3 1 4 6 2 2 

頭痛	
 1               1 

痛風	
 1                 
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前立腺癌	
 2                 

肝臓保護作用	
 1     1           

アレルギー・アナフィラキシー反応	
 1     2     1     

気管支炎	
   1   1           

慢性咳	
   1               

高脂血症・コレステロール低下作用	
   2         1     

消化器疾患	
   1   1 1 1       

ピロリ菌	
   1   2           

認知障害	
     4             

便秘・下剤	
     1     1       

潰瘍・胃炎	
     1 8           

CYP3A4 と CYP2D6 の阻害	
     1     1 1 1   

パーキンソン病	
     1             

不安	
     1             

不眠	
     1             

鎮静作用	
     1             

筋弛緩作用	
     1             

記憶障害・神経保護作用	
     2             

肥満	
     1       1     

血小板凝集抑制作用	
       2           

高血圧・降圧作用	
       3 1 1   1   

マラリア	
       1         3 

心血管疾患・心臓保護作用	
       1         1 

下痢	
       2   1     2 

胃癌	
       1           

呼吸器疾患	
       2       3 1 

風邪	
       1         1 

利胆作用	
       1   1       

健胃	
       1   1 1   1 

リウマチ	
       1   3 2 1 1 

乳がん・乳腺がん	
         3         

アンドロゲン作用	
         1         

発熱	
         1       1 

うつ	
         1         

避妊作用	
         2         
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抗エストロゲン作用	
         1         

堕胎作用	
         1         

エストロゲン作用	
         1   1     

気管支拡張作用	
           1       

免疫機能	
           1       

平滑筋収縮作用	
           1       

骨粗鬆症	
           3       

子宮平滑筋の弛緩	
           1       

疲労	
           1       

鎮痙作用	
           1       

去痰作用	
           1       

うっ血	
           1       

皮膚疾患	
                 2 

赤痢	
                 1 

貧血	
                 1 

炎症性腸疾患	
                 1 

鎮静作用	
                 1 

化粧品	
                 1 

吐き気	
                 1 

	
  

	
 表 3を見ると、3つの解析法全てに、また 9つの効果のグループ全てに抗炎症作用・抗酸

化作用を示す植物が見つかった。炎症とは生体組織に有害刺激が加わった時、免疫応答が

働き、その組織が局所的に防御反応を示す症候のことで、酸化とは対象とする物質が電子

を失う化学反応のことである。あらゆる病気の根源にはこの炎症と酸化が関わっていると

されている［8］。他には、抗菌作用・抗がん作用・鎮痛作用・血糖降下作用などを示す植

物が多かった。インドネシアではこれらを防止・抑制する作用をもった植物が豊富にあり、

様々な Jamu に配合され、様々な用途に用いられていることから Jamu の核となる植物であ

るとされる。逆に、痛風や痴呆などに用いられる植物はそれぞれ、URIや DMBというよう

に 1 つのグループにしか分類されていないことから、ある疾患に特異性が高い植物だと言

える。 

また、本研究で調査した植物の中で、抗炎症作用を有する植物が一番多かった。さらに、

Pain/inflammation (PIN)：痛み/炎症とWounds and skin infections (WND)：傷や皮膚感染症以外

のグループでも抗炎症作用を示す植物が多かったことから、様々な植物が抗炎症作用を含

んでいることも示唆された。 
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第 5章	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 結論	
 

	
 PubMedで各植物の関連論文読んだ結果、個々の植物の詳しい効能・適応症について信頼

性の高いデータを得ることができた。さらに、統計学的手法で Jamuを構成している植物を

9つの効果に分類したところ大筋で合致していた。このことにより、今まで非科学的といわ

れてきた Jamuに科学的な意味合いを持たせることができた。 

	
 それによって例えば、既存の Jamuにある植物を加えたり、減じたりすることで買いに来

た人、1人ひとりに応じた処方を提供できるかもしれない。しかし、ここで注意しなければ

ならないのは、あくまで最適な処方を予測することができるという点だ。本研究では、植

物を加減することによる相加作用は分かっても、相乗作用または相殺作用は分からない。

というのは、その植物がある薬効を倍増させるのか、もしくはその薬効の行き過ぎを抑制

させるのか、はたまた全く違う薬効を期待しその Jamuが配合されているのかを計りしるこ

とが困難だからだ。最適な処方を見つけるためには、本研究に加え、実際に使用されてい

る Jamu自体を分析し、治験を行い、その有効性を確かめる必要がある。 

	
 さらに、Jamu は天然の植物を混合して調合されていることから、副作用がなく、安全な

薬だと思いがちだが、決してそのようなことはない。作用が緩和なものから、生命に関わ

る病気を治すために配合されている植物もある。それにも関わらず、インドネシアでは Jamu

の製造基準がなく、市場に行けば行商人から簡単に手に入れられる。病院に行く代わりに

Jamu を服用する人も少なくないが、そういった人の安全が保障されているとは言い難い。

また、本研究でも明らかになったように、堕胎作用を有する植物まで Jamuに配合されてお

り、地域の診療所で医師が無許可にそれを処方し、妊娠中絶を行った結果、奇形児が生ま

れたという報告まである。Jamu 使用には厳格な法律のもと、ある水準以上の教育を受けた

ものが、処方するのが望ましい。 

	
 また、インドネシアは、熱帯植物が豊富であるにもかかわらず、Jamu などの伝統薬は近

代医学の研究対象として評価が低い。現在、日本の医療現場では天然由来の抗がん剤が使

用されている。例えば、キョウチクトウ科のニチニチ草に含まれるアルカロイド であるビ

ンクリスチン、西洋イチイの抽出物より得たタキソイド系化合物であるパクリタキセルな

どである［11］。よって、広大な領土をもつインドネシアで未知の植物を調査すれば、西洋

医学を超える医薬品が出てくる可能性もあることから、伝統薬の調査は今後、インドネシ

アのみならず世界の医療事情を改善するきっかけになるかもしれない。 

	
 現在、中国やインドでは伝統薬を積極的に導入している。また、日本でも精神疾患や高

コレステロール血症、婦人病で漢方薬が定着している。さらに考察でも述べたように、が

んにおける近代医学の多剤併用療法と Jamuの治療概念は類似しており、将来的にがんへの

応用が期待できる。しかし、Jamu は市場の行商人が問診により、調合するのに対し、近代

医学では問診と触診が欠かせない。特に、前立腺がんや乳がんは触診により早期発見が可

能であることから、Jamu は近代医学とうまく融合させることでさらに医療への有用性が増
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す。我々の研究が、適正に利用され、インドネシア人の健康、ひいては世界中の人々の健

康に貢献できることを強く望む。 
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補足資料 1	
 PLS 法により 9 つのグループに分類された植物の薬効・適応症	
 

番

号 

参

考

文

献 

植物名 薬効・適応症 

Efficacy: Urinary related problems (URI)：尿関連の問題	
  

1 12 Imperata cylindrica Beauv. (indirect)血小板凝集を抑制する、血管拡張活動 

2 なし Phellodendron chinense Schneid. なし 

3 13 Pterocarpus indica Willd 糖尿病 

4 14 Prunus cerasus L. 利尿効果 

5 15 Plantago major L (indirect)抗炎症作用や肝臓保護活動  

6 なし Smilax zeylanica L. なし 

7 16 Zea mays L 利尿効果 

8 17 Eugenia cumini Merr 糖尿病 

9 18 Pimpinella anisum L 利尿作用や下剤効果、去痰、抗けいれん作用、腸疝痛や鼓腸  

10 なし Soya max Piper なし 

11 19 Strobilanthes crispus Bl. 抗糖尿病作用、利尿作用、抗がん作用や血圧低下作用 

12 20 Orthosiphon stamineus Benth. 腎機能障害、糖尿病、痛風  

13 21 Cucurbita pepo 前立腺肥大症 

14 22 Phyllanthus urinaria L. (indirect)抗酸化と細胞保護効果  

15 23 Pygeum africanum 前立腺肥大症 

16 24 Serenoa repens (Bartr.) Small 前立腺肥大症による下部尿路症状 

17 25 Scrophularia ningpoensiis Hemsl. 高尿酸血症 

18 なし Rehmannia preparata なし 

19 26 Sonchus arvensis L 腎保護 

20 27 Solanum lycopersicum L 糖尿病、肥満とコレステロール値減少 

21 28 Paeonia suffruticosa Andr. (indirect)血小板凝集および血液凝固に対する阻害効果  

22 なし Wolfiporia extensa (Peck) Ginns なし 

23 29 Alisma orientalis (Sam.) Juzep. 糖尿病の民間薬、利尿薬 

Efficacy: Disorders of appetite (DOA):食欲障害 

24 なし Litsea chinensis Lamk なし 

25 30 Cichorium intybus L. 抗肝毒性効果 

26 なし Arenga pinnata Merr なし 

27 31 Benincasa hispida Cogn. 抗潰瘍作用 



８５ 

28 32 Zingiber purpureum Roxb (indirect)抗真菌剤の阻害活性 

29 なし Sisyrinchium striatum なし 

30 33 Plantago ovata 炎症性腸疾患（IBD） 

31 34 Cassiae obtusifolia L. (indirect)痴呆、虚血の予防  

32 35 Phyllanthus acidus (L.) Skeels 肝臓保護剤  

33 36 Polygonum multiflorum Thunb. 肝臓と腎臓の機能向上 

34 37 Garcinia cambogia 炎症性腸疾患（IBD） 

35 38 Paullinia cupana (indirect)強壮剤 

36 39 
Jatropha curcas L. 子供の口の感染症の消毒剤・抗癌作用・マラリア、リウマチや筋肉痛・抗生物

質活性・蛇毒に対する解毒剤 

37 40 Tectona grandis L. 血糖降下剤、抗高血糖 

38 41 Guazuma ulmifolia Lamk. 2 型糖尿病、抗糖尿病効果 

39 42 Carum carvi L. (indirect)腎保護剤  

40 43 Caesalpinia sappan L 結核、下痢、赤痢、皮膚感染症、貧血 

41 44 Rheum tanguticum Maxim 炎症性腸疾患  

42 45 Murraya paniculata Jacq G.(ランブル鞭毛虫)の腸管感染症 

43 46 Terminalia catappa L. 抗糖尿病活性 

44 47 Cassia tora L ハンセン病、様々な皮膚疾患の治療のための下剤  

45 48 Amorphophallus konjac 肥満満腹感・便秘・コレステロール低下剤 

46 49 Coleus forskohli (indirect)心血管強壮剤  

47 50 Commiphora wightii 関節炎、炎症、肥満、脂質異常症、心血管疾患  

48 51 
Avena sativa (indirect)アトピー性皮膚炎（AD）の治療に価値の抗炎症作用や免疫調節特

性  

49 なし Jasminum pubescens Willd なし 

50 52 Mimosa pudica L. 不眠症、下痢、炎症性疾患 

51 53 Taraxacum officinale Wiggers 消化不良、胸焼け、脾臓、肝臓疾患  

52 54 Lonicera japonica Thunb. RA、アレルギー疾患、炎症性腸疾患（IBD）のような炎症性疾患  

53 55 Laminaria japonica 関節リウマチ(RA)、アレルギー疾患、炎症性腸疾患（IBD） 

54 56 Prunella vulgaris Linn (indirect)肺がん 

55 なし Albizzia falcataria (L.) Fosberg なし 

56 57 Cassia angustifolia Vahl. 下剤・大腸の蠕動運動を刺激し、大腸の吸収と分泌液を変化 

57 58 Nelumbo nucifera Gaertn. 糖尿病 

58 59 Crataegus pinnatifida BGE Var 抗高脂血症作用 

59 60 Caralluma fimbriata 摂食抑制効果  
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60 61 Stephania tetrandra S. Moore (indirect)心血管系  

61 62 Bixa orellana L 糖尿病 

62 なし Theae sinensis なし 

63 63 Curcuma heyneana Val. 抗炎症作用  

64 なし Curcuma soloensis なし 

65 なし Curcuma aeruginosa Roxb なし 

66 64 Cassia fistula L 抗潰瘍作用 

67 65 Manihot utilissima Pohl. 代謝活性 

68 66 Ilex paraguariensis 抗糖化作用、酸化防止剤、抗炎症、脂質を低下させる抗変異原性 

Efficacy: Disorders of mood and behavior (DMB)：気分や行動の障害 

69 67 Capsicum annum L. (indirect)抗酸化酵素活性 

70 68 Acorus calamus L. 抗炎症剤・酸化剤・神経保護剤 

71 69 
Eleutherococcus senticosus Rupr. 

& Maxim. 
抗疲労および抗ストレス作用 

72 なし Ipomoea reptana Poir. なし 

73 70 Coffea arabica L. GABA の蓄積 

74 なし Zingiber littoralis Val. なし 

75 なし Leucas lavandulifolia Smith なし 

76 71 Polygala glomerata Lour (indirect)肝臓保護作用 

77 72 Carum copticum (L.) Benth 抗コリン、抗ヒスタミン、b -アドレナリン刺激作用  

78 73 Myristica fragrans Houtt. (indirect)肥満、おそらく 2 型糖尿病  

79 74 Carica papaya L. 抗けいれん作用  

80 75 Brassica nigrae (indirect)抗糖尿病活性 

81 なし Valeriana javanica (Bl) DC. なし 

Efficacy: Gastrointestinal disorders (GST)：胃腸障害 

82 76 
Vitis vinifera L. 抗酸化作用、抗炎症作用および抗菌作用・肝臓保護作用、心臓保護作用お

よび神経保護作用 

83 77 Artemisia annua L. マラリア 

84 78 Persia americana Mill 糖尿病 

85 なし Clematis armandii Franch. なし 

86 79 Cynara scolimus L. (indirect)血糖低下作用 

87 80 Angelica keiskei Koidzumi 胃の H+, K(+)-ATPase 阻害 

88 なし Pinella ternata なし 

89 81 Allium sativum 糖尿病関連代謝疾患及び酸化ストレス  
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90 82 Allium ursinum L 抗菌活性 

91 83 Vaccinium myrtillus L. 胃潰瘍  

92 84 Beta Vulgaris 抗糖尿病・抗酸化作用とアセチルコリンエステラーゼ阻害 

93 85 Ribes nigrum 抗酸化剤  

94 86 Averrhoa bilimbi L 高脂血症 

95 なし Pandanus conoideus Lamk なし 

96 87 Phaseolus vulgaris L. 抗炎症作用、抗酸化活性 

97 88 Oroxylum indicum (L.) Vent 胃潰瘍 予防効果 

98 89 Physalis peruviana L. 抗肝細胞癌、抗炎症作用  

99 90 Croton tiglium L. 胃腸障害・下剤と炎症作用・消化管運動を調節・腸疾患 

100 91 Ziziphus jujuba Mill. 抗酸化剤  

101 92 Chlorella vulgaris Buitenzorg 胃粘膜の保護 

102 93 Syzygium cumini (L.) Skeels 抗糖尿病剤 

103 94 Tanacetum parthenium 炎症、発熱、乾癬、リウマチ、喘息・抗片頭痛効果 

104 95 Coptis chinensis Franch. 消化管の推進 

105 96 Rubus rosaefolius Smith. 鎮痛効果 

106 97 Gymnema sylvestre 抗糖尿病効果 

107 98 Magnolia officinalis Rehd. 咳、風邪、発熱、慢性気管支炎、胃の病気  

108 99 Psidium guajava L 酸化防止剤、抗炎症作用、抗アレルギー作用 

109 100 
Ganoderma lucidum (Leyss.ex 

Fr.) Karst 

抗腫瘍活性 

110 101 Citrus reticulata Blanco 胃癌 

111 なし Citrus amblycarpa (Hassk.) Ochse なし 

112 102 Nigella sativa L. 肝臓保護活動  

113 103 Simmondsia chinensis 糖新生 

114 なし Archangelisia flava L なし 

115 なし Melaleuca leucadendra L. なし 

116 なし Grewia salutaris なし 

117 104 Cocos nucifera L. 抗マラリア薬 

118 なし Canarium commune L. なし 

119 なし Sterculia foetida L なし 

120 105 Lindera strychnifolia Viel. (indirect)腎心とリウマチ性疾患  

121 106 
Brassica napus L. 免疫調節作用および leukogenic と抗貧血作用によって媒介された抗腫瘍活

性 
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122 107 Chrysanthemum morifolium 酸化防止剤、心血管や抗炎症保護機能  

123 108 Phoenix dactylifera L. (indirect)肝臓脂質過酸化阻害、肝誘発酸化ストレスの予防 

124 109 Brucea javanica (L.) Merr  糖尿病 

125 110 Sechium edule Sw. 抗酸化活性と最大血管拡張効果  

126 111 Litchi chinensis Sonn. 糖尿病合併症  

127 112 
Ledebouriella divaricata (Turcz.) 

Hiroe 
抗増殖特性、酸化防止剤、抗炎症 

128 113 Alpinia officinarum Hance 抗肥満および脂質低下効果 

129 114 Boswellia carteri 抗炎症作用、抗原虫活性 

130 なし Phaleria papuana なし 

131 115 Swietenia mahagoni Jacq 糖尿病と酸化ストレス、高脂血症などの合併症の補正 

132 116 Swietenia macrophylla King. 低血糖作用と脂質低下作用 

133 117 Mangifera indica L. 神経因性疼痛、鎮痛薬、抗炎症、抗酸化剤および免疫調節の作用 

134 118 Garcinia mangostana L. 腹痛、赤痢、化膿症、慢性潰瘍、 

135 119 Morinda citrifolia L 胃食道の炎症性疾患  

136 120 
Azadirachta indica A. Juss. 黄疸、胃の潰瘍・ハンセン病からマラリア、水疱に至るまでの感染症及び寄生

虫症 

137 121 Ananas comosus Merr. コレステロール低下作用 

138 122 Lawsonia inermis L 抗炎症、抗鎮痛、鎮痛作用 

139 なし Pandanus amaryllifolius Roxb なし 

140 123 Momordica charantia L 糖尿病、酸化防止剤 

141 124 Euphorbia thymifolia 酸化防止剤と抗ウイルス活性  

142 125 Musa paradisiaca 持続性の下痢 

143 126 Musa balbisianna 抗酸化活性 

144 127 Rauvolvia serpentina Benth (indirect)抗不整脈活性 

145 128 Physalis minima Linn 抗炎症作用や鎮痛剤 

146 129 Vernonia cinerea Less. 解熱作用、抗炎症作用、鎮痛作用 

147 130 Andrographis paniculata Ness 急性下痢、上気道感染（URI）  

148 なし Symplocos odoratissima Choisy なし 

149 131 Brassica juncea L. 抗酸化作用 

150 132 
Schisandra chinensis (Turcz.) 

Baill. 
強壮、肝臓保護と抗酸化剤 

151 133 Apium graveolens L 胃潰瘍 

152 134 Hydrocotyle sibthorpioides Lamk. 抗腫瘍活性 
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153 135 Silybum marianum (L.) Gaertner 肝臓保護剤、酸化防止剤、抗線維性、免疫調節性、抗腫瘍剤 

154 136 Spirulina 抗炎症作用と抗酸化作用、貧血や免疫老化の改善  

155 137 Stevia rebaudiana Bertonii M. 抗肥満効果  

156 138 Fragaria vesca 抗潰瘍性 

157 139 
Matricaria chamomilla L. エタノール誘発胃粘膜病変に対する保護効果、脂質過酸化の低減と増強抗

酸化活性 

158 なし Scaphium affinis Pierre なし 

159 140 Curcuma mangga Val. 鎮痛作用、抗炎症作用 

160 なし Gynura pinnatifida なし 

161 141 Hibiscus mutabilis アレルギー予防効果  

162 142 Ziziphus spina-christi (L.) Desf. インスリン分泌促進と血糖低下作用  

163 143 Daucus carota L. 鎮痙作用 

164 144 Olea europaea L. 抗リウマチ、抗炎症、鎮痛、解熱、血圧降下、抗利尿血管拡張や血糖降下剤  

Efficacy: Female reproductive organ problems (FML)：女性生殖器官の問題 

165 なし 
Elaeocarpus grandiflora J. E. 

Smith 

なし 

166 145 Garcinia atroviridis ヒト乳癌、ヒト前立腺およびヒト肺癌細胞、に対する細胞傷害活性 

167 146 Tamarindus indica L. 抗菌剤、抗真菌剤 

168 147 Allium fistulosum 低酸素によって誘導されるヒト臍帯静脈内皮細胞傷害のサポニンの保護効果 

169 148 Spinacia oleracea L. (indirect)抗喘息作用 

170 149 Pluchea indica Less (indirect)抗炎症、抗潰瘍、抗解熱、血糖降下、利尿、抗微生物作用 

171 150 Ficus benjamina L. (indirect)鎮痛作用 

172 151 Cimicifuga racemosa ヒト乳癌細胞 

173 152 Luffa cylindrica Roem 堕胎作用、抗腫瘍作用、リボソーム不活化作用と免疫調節作用 

174 153 Brassica oleracea ヒト乳癌細胞 

175 154 Curcuma phaeocaulis Valeton 血小板凝集作用と抗凝固作用 

176 155 Erythrina variegata L. エストロゲン欠乏による骨粗鬆症 

177 なし Erythrina hypaphorus Boerl. なし 

178 156 Plectranthus amboinicus 抗炎症作用と抗腫瘍活性 

179 157 Achillea santolina L. 抗酸化作用、抗菌作用、抗真菌作用 

180 158 Punica granatum L ヒト乳癌 

181 159 
Uncaria rhynchophylla (Miq.) 

Jacks. 

(indirect)低血圧、brachycardia、抗不整脈および保護脳虚血、鎮静を含む心

血管系や中枢神経系 

182 なし Ligusticum acutilobum なし 
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183 160 Lepidium meyenii Walp エストロゲン活性 

184 161 Syzygium jambos (L.) Alston 鎮痛作用 

185 なし Elaeocarpus ganitrus Roxb. なし 

186 162 Cuminum cyminum L (indirect)抗骨粗鬆症  

187 163 Terminalia bellirica (Gaertn) Roxb. (indirect)抗うつ薬のような作用 

188 164 Baeckea frutescens L. 細胞障害活性 

189 なし Phaseolus radiatus L. なし 

190 165 Alpinia katsumadai Hayata 制吐作用 

191 166 Sauropus androgynus Merr 授乳中の母乳の生産を増加させる 

192 
なし Parameria laevigata (Juss.) 

Moldenke 

なし 

193 167 Psophocarpus tetragonolobus DC 抗菌作用 

194 168 Brugmansia candida Pers. 抗コリン作用 

195 169 Mirabilis jalapa L 抗ウイルス作用・堕胎作用・増殖抑制効果 

196 170 Coriandrum sativum L 性交後避妊作用 

197 なし Kaempferia angustifolia Rosc. なし 

198 171 Kaempferia rotunda L. (indirect)抗酸化作用 

199 172 Curcuma longa L. エストロゲン陽性細胞の増殖を減少 

200 173 Ocimum sanctum L 避妊効果、抗接合子効果、胚盤胞毒性効果、抗着床効果、早期堕胎効果 

201 174 Raphanus sativus L. 梅毒 

202 なし Galla lusitania なし 

203 なし Quercus lusitanica Lamk. なし 

204 175 Terminalia chebula 細胞生存率の低下、細胞の増殖の抑制、および細胞死誘導 

205 176 Aegle marmelos (L.) Corr. 避妊効果 

206 177 Artemisia cina Berg. (indirect)抗寄生虫効果 

207 178 Aglaia odorata Lour. 癌化学予防薬 

208 179 Prunus persica (L.) Batsch エストロゲン活性 

209 180 Areca catechu L 堕胎効果 

210 181 
Saussurea Lappa 痛みを軽減する、出血を止める、血液の循環を活性化、内部の熱や発熱、調

和の月経を緩和する 

211 なし Lepiniopsis ternatensis Val なし 

212 182 Schima noronhae Reinw L 細胞増殖抑制活性 

213 183 Trifolium pratense L. 更年期症状  

214 なし Hemigraphis colorata Hall.f なし 
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215 なし Woodfordia floribunda Salisb. なし 

216 184 Piper betle L 避妊活性 

217 185 Annona muricata L. (indirect)抗高血糖  

218 186 
Sparganium stoloniferum 

Buch.-Ham. 
炎症性疾患  

219 187 Nyctanthes arbor-tritis L 坐骨神経痛、関節炎、発熱、様々な痛みを伴う症状の治療や下剤 

220 188 Artocarpus communis Forst. (indirect)2 型糖尿病  

221 189 Ficus deltoidea Jack. (indirect)抗メラニン効果・抗酸化活性・化粧品の脱色剤 

222 190 Elephantopus scaber L. マウス乳腺癌 

223 191 Lantana camara L. (indirect)解熱、駆風・呼吸器系の感染症 

224 192 Kaempferia pandurata ヒト乳腺癌 

225 193 Solanum verbacifolium Set.W 皮膚病や（ウイルス、細菌や原生動物）抗菌感染症 

226 なし Pouzolzia zeylanica なし 

227 なし Tetranthera brawas なし 

228 194 Sesbania grandiflora Pers 頭痛、腫脹、貧血、気管支炎、痛み、肝疾患や腫瘍  

229 195 Corydalis yanhusuo W.T.Wang 乳がん細胞の転移を抑制する 

Efficacy: Musculoskeletal and connective tissue disorders (MSC)：筋骨格系および結合組織障害 

230 196 Malus domestica (indirect)抗酸化作用、抗インフルエンザウイルス活性 

231 なし Arisaema consanguineum Schott. なし 

232 197 Asparagus officinalis L. 脂質低下作用、肝臓保護作用 

233 198 
Astragalus membranaceus (Fisch. 

ex Link) Bunge 

骨形成能力 

234 199 
Amomum kravanh Pirre ex 

Gagnep 
(indirect)アルコール脱水素酵素活性化効果 

235 200 Atractylodis Macrocephala 癌性悪液質 

236 201 Hordeum vulgare L. 抗酸化作用 

237 202 Allium tuberosum Rottl. ex Spreng 血栓溶解剤 

238 なし Pterospermum javanicum Jungh. なし 

239 203 Piper retrofractum Vahl. 抗酸化活性 

240 204 Capsicum frutescens L. 痛みを軽減 

241 205 Erythroxylum catuaba 抗 HIV 活性 

242 206 Cordyceps sinensis (Berk.) Sacc. RANKL 誘導破骨細胞の分化を阻害 

243 なし Ruellia tuberosa L. なし 

244 207 Bupleurum falcatum 胃潰瘍 
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245 208 Clematis chinensis Osbeck. 抗リウマチ、抗炎症作用・自己免疫疾患 

246 209 Ligustici wallichi 血管弛緩作用 

247 210 Ligusticum chuanxiong Hort. 抗酸化作用、抗炎症、抗線維症および免疫調節作用・気管支喘息 

248 211 Cibotium barometz (L.) J. Sm. 抗酸化、チロシナーゼ阻害、抗菌活性  

249 212 Cola nitida A.Chev 抗エストロゲン様物質として性腺刺激ホルモンの放出抑制 

250 213 Anemarrhena asphodeloides Bge. 炎症性疾患、寒さと、感染症・変形性関節症・ 

251 214 Cuscuta chinensis Lam. 骨芽細胞骨形成  

252 215 
Turnera aphrodisiaca L. (indirect)媚薬、覚せい剤、神経強壮、および下剤として、腎臓、月経、妊娠障

害  

253 216 Plumbago zeylanica L 抗動脈硬化作用、強心作用、肝臓保護作用、神経保護作用  

254 217 Cistanche deserticola 骨粗しょう症の治療と骨折の分裂 

255 なし Angelica pubescentis なし 

256 218 Argemone mexicana L 細胞傷害活性  

257 219 Eucommia ulmoides 心血管疾患 

258 220 
Saposhnikovia divaricata (Turcz.) 

Schischk. 
増殖抑制作用、抗酸化作用、抗炎症作用  

259 なし Dioscorea opposite Thunb なし 

260 221 Justicia gendarussa Burm.f 抗関節炎 

261 222 Ginkgo biloba 肺線維症 

262 223 
Panax ginseng L. 抗炎症作用、抗酸化作用、抗癌作用・心理的機能、免疫機能、糖尿病関連症

状の向上 

263 224 Lycium barbarum L 抗老化、視力、腎臓や肝臓・抗腫瘍、免疫刺激と細胞保護作用・抗酸化効果 

264 なし Equisetum debile Roxb. なし 

265 225 Peucedanum praeruptorum Dunn 異なる種類の平滑筋鎮痙作用と穏やかな抗アレルギー効果 

266 226 Zingiber officinale Rosc 変形性関節症などの炎症性疾患  

267 227 Schizonepeta tenuifolia 発熱を伴う風邪、骨炎メディアや他の皮膚の炎症 

268 228 Ricinus communis L 骨再建の代替 

269 なし Terminalia arborea なし 

270 229 Ipomoea aquatica Forsk. (indirect)グルコースの吸収阻害 

271 230 Elettaria cardamomum (L.) Maton (indirect)胃保護効果・消化器疾患 

272 231 Cinnamomum burmani Bl (indirect)CYP3A4 と CYP2D6 の阻害 

273 232 
Datura alba 喘息、筋肉のけいれん、百日咳、痔、皮膚潰瘍・リウマチやその他の痛みを伴

う病気の軽減 

274 233 Datura stramonium L 軟骨、骨接合領域  
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275 なし Leucaena glauca Benth. なし 

276 234 Kaempferia galanga L. 緩和歯痛、腹痛、筋肉の腫れやリウマチ・鎮痛効果 

277 235 Cola acuminata Schott et Endl 癌化学予防・抗酸化能力 

278 236 Piper nigrum L (indirect)消化器疾患・便秘や下痢・消化管運動機能障害  

279 なし Piperis Albi なし 

280 237 Alpinia galanga SW. 抗リウマチ作用 ・関節炎 

281 238 Gentiana macrophylla Pall. 関節リウマチの炎症 

282 なし Zingiber amaricans Bl なし 

283 239 Zingiber zerumbet SM 抗炎症作用・肉芽形成を抑制 

284 240 Zingiber aromaticum Val 抗腫瘍活性 

285 241 Languas galanga (L.) Stuntz 多発性骨髄腫 

286 242 Nigella damascena 抗炎症効果・抗菌効果  

287 243 Psoralea corylifolia L. 骨密度だけでなく骨形成に肯定的な効果・閉経後骨粗しょう症 

288 なし Massoia aromatica Becc. なし 

289 244 Setaria italica (L.) Beauv. (indirect)血糖降下作用と脂質低下作用 

290 245 Melia azedarach L (indirect)抗ウイルス効果・性器ヘルペス感染症 

291 なし Ptychopetalum uncinatum L. なし 

292 なし Aucklandiae lappae なし 

293 246 Artocarpus heterophyllus Lam 抗炎症作用・炎症関連疾患 

294 247 Panax pseudoginseng Wall 循環障害・梗塞サイズの縮小・心筋保護・抗酸化作用 

295 248 Myristica argentea Warb 細胞増殖抑制、抗アロマターゼ、抗 17β- HSD のと抗酸化活性 

296 249 Eurycoma longifolia Jack. アンドロゲン欠乏骨粗鬆症  

297 250 Parkia speciosa Hassk (indirect)分裂促進活性 

298 251 
Euchresta horsfieldii (Lesch.) 

Benn. 

(indirect)脂質低下作用 

299 なし Pimpinella pruatjan Molkenb. なし 

300 252 Artemisia lactiflora Wall. 抗酸化性 

301 253 Butea Superba 海綿平滑筋弛緩 

302 254 
Polygonum cuspidatum Sieb. & 

Zucc. 

ショック療法で血管平滑筋細胞、心筋細胞、白血球や内皮細胞、心臓機能の

強化 

303 255 Lycopodium cernuum L. (indirect)アスパラギン酸プロテアーゼ（SAP）を分泌  

304 なし Syzygium polyanthum Wigh Walp なし 

305 256 Cistanches salsa 骨量の損失を抑制 

306 257 Salvia miltiorrhiza Bge. 抗線維作用 
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307 258 Chaenomeles sinensis (indirect)抗インフルエンザウイルス活性・ウイルスの赤血球凝集活性を阻害 

308 259 Xanthium sibricum Patr. 筋肉痙攣 

309 260 Polygonatum sibiricum Red. (indirect)強心効果 

310 261 Sida rhombifolia L 抗関節炎作用 

311 262 Siegesbeckia orientalis L. 免疫抑制活性 

312 なし Drynaria sparsisora Moore なし 

313 なし Cinnamomum sintok Bl. なし 

314 なし Talinum paniculatum Gaertn なし 

315 263 Spatholobus suberectus Dunn ヒト子宮正常子宮筋と子宮筋腫培養細胞  

316 264 
Codonopsis pilosula (Franch.) 

Nannf. 
分離された胃平滑筋ストリップに興奮作用 

317 265 Cyperus rotundus L (indirect)抗疲労性 

318 266 Curcuma xanthorrhiza Roxb 利胆薬、芳香族健胃薬、鎮痛薬、リウマチ治療薬・抗炎症作用 

319 267 
Tribulus terrestris 利尿薬と結腸の痛み、高血圧や高コレステロール血症·に対するいくつかの平

滑筋痙攣 

320 268 Paeonia lactiflora pall. 骨粗鬆症の予防 

321 269 Sesamum indicum L (indirect)創傷治癒活性 

322 270 Epimedium brevicornum Maxim 海綿体（CC）の平滑筋を弛緩・勃起不全 

323 271 Pausinystalia yohimbe 媚薬と勃起強化作用・血管収縮作用 

Efficacy: Pain/inflammation (PIN)：痛み/炎症 

324 272 Acacia sieberiana DC 抗菌剤、抗炎症（の COX - 1 と COX - 2）、抗コリンエステラーゼ活性  

325 273 Allium cepae MRSA とピロリ菌に対する抗菌活性 

326 274 Scurrula atropurpurea 癌細胞の浸潤に対する阻害効果 

327 275 
Syzygium aromaticum (L.) Merr. & 

L. M. Perry 
抗炎症作用、抗侵害作用 

328 276 
Lindera aggregata (Sims) 

Kosterm. 
抗炎症作用  

329 277 Angelica dahurica 喘息の治療における抗炎症薬 

330 278 Gynura segetum (Lour.) Merr. がん、糖尿病や高血圧、抗血管新生作用 

331 なし Desmodium triquetrum D.C なし 

332 279 Graptophyllum pictum Griff 抗炎症作用 

333 280 Echinacea purpurea のどの痛み、咳、炎症などの上気道感染症 

334 なし Gaultheria punctata なし 

335 281 Sanguisorba officinalis L. 抗炎症作用、アレルギー疾患に関連付けられている気管支喘息 
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336 282 Commiphora myrrha Arn. 抗炎症性および鎮痛効果  

337 283 Panax quinquefolius L. 炎症性疾患  

338 284 Angelica sinensis (Oliv.) Diels 抗炎症作用や鎮痛効果 

339 285 Asarum sieboldii Miq. 抗炎症作用、抗侵害作用 

340 なし Coleus scutellarioides なし 

341 なし Ruta angustifolia (L.) Pers なし 

342 286 Isatis indigotica Fort. 抗炎症能力 

343 287 Coix lacryma-jobi L 抗炎症活性と増殖抑制作用 

344 288 Zingiber officinale Rosc var Rubra 炎症を介在しており、酸化ストレスによって引き起こされる病気  

345 289 Celosia cristata L 肝臓保護効果 

346 290 Gardenia Jasminoides Ellis 抗炎症作用や抗血栓効果  

347 なし Entada scandens Benth. なし 

348 なし Usnea misaminensis (Vain) Not. なし 

349 291 
Cinnamomum camphora (L.) 

Presl. 

抗炎症作用 

350 なし Cinnamomum cullilawan Bl. なし 

351 292 Cinnamomum cassia Nees ex Bl. 抗炎症、抗がん剤やその他の活動酸化防止剤  

352 なし Capparis acuminata Willd. なし 

353 293 Parkia roxburghii G.Don 抗増殖効果 

354 294 
Typhonium flagelliforme (Lodd.) 

Bl. 
抗炎症および鎮静を喀出、喘息、鎮痛剤を除去する、咳を緩和する効果 

355 なし Dendrophthoe pentandra (L.) Miq. なし 

356 295 
Carthamus tinctorius L. 炎症関連疾患・血液の循環を活性化し、血液のうっ滞を分割し、月経を促進

する 

357 
なし Stelechocarpus burahol (Bl.) 

Hook. F. & Th. 

なし 

358 296 Cinchona succirubra Pavon et Klot 抗マラリア活性 

359 297 Pueraria lobata (Willd.) Ohwi 抗炎症作用、抗アポトーシス作用のおかげで、慢性肝炎の治療 に用いる 

360 298 
Sophora flavescens Ait. 肝疾患、不整脈、アトピー性皮膚炎、皮膚障害、白血球減少、気管支炎など

の他の疾患の治療 

361 299 Momordica grosvenori 肥満や糖尿病・抗酸化活性 

362 300 Pistacia lentiscus 抗炎症剤と抗酸化剤  

363 301 Mentha piperita L 抗炎症作用、鎮痙作用、去痰作用や抗うっ血  

364 302 Morus australis Poir. 細胞障害性 
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365 303 
Homalomena occulta [Lour.] 

Schott. 

抗菌活性 

366 304 
Ophiopogon japonicus (Thunb.) 

Ker-Gawl. 

抗炎症作用 

367 305 Sophora japonica L. 抗炎症作用 

368 306 Selaginella doederlinii Hieron. 抗癌生薬、抗変異原性 

369 307 Calamus Draco Willd. 抗腫瘍効果 

370 308 Paris polyphylla Smith 鎮痛作用と鎮静作用 

371 309 Perilla frutescens (L. ) Britt. 抗腫瘍形成 

372 なし Pinus merkusii Jungh.&De Vr. なし 

373 310 Mentha arvensis L アナフィラキシー反応  

374 
なし Calvatia gigantea (Batsh ex 

Pers. ) Lloyd 

なし 

375 311 Alstonia scholaris 慢性呼吸器疾患、気管支炎や風邪の症状、抗炎症作用および鎮痛作用 

376 312 Helicteres isora L. 抗酸化活性や抗糖尿病活性  

377 313 Notopterygium incisum 鎮痛成分、抗炎症作用 

378 314 Rubia cordifolia L. 抗炎症成分 

379 315 Paeonia veitchii Lynch 抗ウイルス剤 

380 316 Ruta graveolens L. リウマチ、関節炎や他の炎症性疾患  

381 317 Lophatherum gracile Brongn. (indirect)微細脳機能障害 

382 318 Hedyotis corymbosa L. Lamk 肝臓保護効果 

383 319 Moschosma polystachium Benth (indirect)局所駆散効果 

384 320 Paederia foetida L 抗炎症作用 

385 321 Cymbopogon nardus L. Rendle 鎮痛作用 

386 なし Pyrrosia sheareri (Bak.) Ching なし 

387 なし Potentilla chinensis なし 

388 322 Talinum triangulare Willd. 酸化防止剤および細胞保護作用 

389 323 Catharanthus roseus (L.) G. Don. 糖尿病、癌  

390 324 Dipsacus asper Wall 骨折 

391 325 Saccharum officinarum L 抗炎症作用や鎮痛効果 

392 326 Curcuma zedoaria (Berg.) Roscoe 抗炎症および癌化学予防剤 

Efficacy: Respiratory disease (RSP)：呼吸器疾患 

393 327 Foeniculum vulgare Mill. 結核やその他の呼吸器疾患 

394 なし Clausena anisum-olens Merr. なし 
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395 328 Glycyrrhiza uralensis Fisch 重症急性呼吸器症候群（SARS） 

396 なし Merremia mammosa (Lour.) Hall.f. なし 

397 329 Platycodon grandiflorus 気道疾患を含む様々な慢性炎症性疾患、去痰剤 

398 なし Clerodendron squamatum Vahl. なし 

399 なし Glochidion rubrum Bl. なし 

400 330 
Harpagophytum 

procumbens  D.C. 
鎮痛作用、抗炎症作用、低血糖作用 

401 331 Forsythia suspensa (Thunb.) Vahl 淋病、丹毒、炎症、発熱、潰瘍や他の病気・抗酸化性と抗菌活性 

402 332 Borreria hispida (indirect)糖尿病、心臓疾患、血管疾患 

403 333 Amomum compactum Soland 喘息 

404 334 
Piper cubeba L.f. 抗炎症作用・抗アレルギー作用および鎮痛作用・炎症性の痛みの緩和・炎症

性疾患 

405 335 Litsea cubeba Pers. 抗喘息作用と抗アナフィラキシー作用 

406 336 Vitex trifolia L (indirect)細胞周期阻害剤  

407 337 Eriobotrya japonica (Thunb.)Lindl. 咳、喘息・痛みや炎症性疾患  

408 338 Messua ferrea L. 抗菌効果 

409 339 Costus speciosus Smith. 結核の症状を含む呼吸器疾患  

410 340 Euphorbia hirta L. 鎮痛作用、解熱作用、抗炎症作用  

411 341 
Stachytarpheta jamaicensis (L.) 

Vahl 

鎮痛作用と抗炎症作用 

412 342 Illicium verum 抗菌作用 

413 343 Prunus armeniaca L. 抗侵害受容作用と抗炎症作用を伴う鎮痛剤 

414 344 Ceiba pentandra Gaertn 抗菌活性 

415 345 Abrus precatorius L. 抗血小板、抗炎症、抗アレルギー 

416 なし Sindora sumatrana なし 

417 なし Nasturtium indicum DC なし 

418 346 Blumea balsamifera DC. (indirect)高血圧、リウマチ・抗癌作用 

419 347 Clerodendron serratum Spreng 喘息と咳 

420 348 Thymus vulgaris L 呼吸器疾患、平滑筋弛緩作用 

421 349 Fritillaria cirrhosa D. Don 鎮咳と去痰 

422 350 Hibiscus tiliaceus L. (indirect)抗酸化作用、抗変異原性作用 

423 351 
Salix alba L. 抗炎症解熱鎮痛薬・発熱や疼痛症候群・抗リウマチ・抗血小板剤・心血管疾

患 

Efficacy: Wounds and skin infections (WND)：傷や皮膚感染症 
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424 なし Zanthoxylum acanthopodium なし 

425 352 Amaranthus spinosus 抗真菌活性  

426 353 Pachyrrhizus erosus Urb 抗単純ヘルペスウイルス（HSV）作用 

427 なし Strychnos ligustrina Bl なし 

428 354 Tinospora tuberculata Beumee 一酸化窒素放出の阻害 

429 355 Helianthus annuus 抗炎症作用 

430 356 Santalum album L. 炎症や噴火皮膚疾患・皮膚の乳頭腫 

431 357 Theobroma cacao L 循環器、消化器・慢性炎症性疾患 

432 358 Triticum vulgare Vill. (indirect)虚血性壊死に対する保護 

433 359 Gastrodia elata Bl. 抗炎症作用や鎮痛作用・抗喘息作用 

434 360 Anacardium occidentale リポ多糖（LPS）誘発敗血症性ショックに対する作用 

435 361 Citrus sinensis (L.) Osbeck 抗真菌、抗アフラトキシン産生菌、抗酸化活性  

436 362 Citrus aurantium 抗炎症作用 

437 363 Citrus hystrix DC. 抗菌活性 

438 364 Cassia siamea Lamk 抗マラリア活性・血管弛緩活性 

439 365 Aquilaria sinensis (indirect)香・下剤効果 

440 なし Elettaria speciosa Blume なし 

441 366 Aleurites moluccana (L.) Willd. 抗菌活性 

442 367 Phyllanthus emblica L. 抗炎症、育毛剤、抗動脈硬化、創傷治癒、抗酸化剤、抗炎症、癌 

443 368 Canangium odoratum Baill. (indirect)化粧品 

444 369 Tagetes erecta L 抗菌活性・抗マラリア原虫効果 

445 370 Cassia alata L. 白癬の感染症、皮膚関連疾患  

446 371 Trigonella foenum-graecum L. 抗酸化や抗高血糖  

447 372 Portulaca oleracea L 抗ウイルス効果 

448 373 Vetiveria zizanioides 抗酸化能力  

449 374 Lavandula angustifolia Mill. 痛み、感染症、リラクゼーション、鎮静・退行性炎症性疾患、伝染病、癌 

450 375 Aloe vera L. 創傷治癒調節 

451 なし Nothopanax scutellarium Merr. なし 

452 376 Rosa chinensis Jacq. 抗真菌特性 

453 377 Jasminum sambac (L.) W.Ait (indirect)化粧品 

454 378 Cucumis sativus L. (indirect)皮膚美白剤 

455 379 Pogostemon cablin Benth. 普通の風邪、吐き気、下痢,頭痛、発熱・抗炎症鎮痛作用 

456 380 Eclipta prostrata L. 殺レーシュマニア性 

457 381 Impatiens balsamina L ピロリ菌感染症・リューマチ、骨折や爪の炎症 
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458 382 Oryza sativa L. 抗炎症作用  

459 383 Vanilla planifolia Andrew 細菌性病因を防止 

460 384 Hydrocotyle asiatica Linn (indirect)心臓保護作用 

461 385 Hibiscus sabdariffa L. 高血圧、発熱、炎症、肝疾患、肥満  

462 なし Salvia coccinea Juss. なし 

463 なし Ocimum polystachyon L なし 

464 386 Melaleuca alternifolia L. 足白癬・皮膚感染症 

465 387 Trichosanthes kirilowii Maxim. 堕胎、抗腫瘍、抗 HIV と免疫機能・炎症性疾患 

	
 

	
 

	
 

補足資料 2	
 PCA 法により 9 つのグループに分類された植物の薬効・適応症	
 

番

号 

参

考

文

献 

植物名 薬効・適応症 

Efficacy: Urinary related problems (URI)：尿関連の問題 

1 388 Foeniculum vulgare Mill. 利尿効果  

2 389 Glycyrrhiza uralensis Fisch 前立腺癌細胞 

3 390 Tinospora tuberculata Beumee 一酸化窒素放出の阻害 

4 203 Piper retrofractum Vahl. 抗酸化活性 

5 391 Zingiber officinale Rosc 腎保護効果・抗酸化活性 

6 392 Guazuma ulmifolia Lamk. 2 型糖尿病 

7 393 Nigella sativa L. 利尿効果と降圧効果 

8 333 Amomum compactum Soland (indirect)喘息 

9 394 Melaleuca leucadendra L. 感染症・抗菌、抗炎症・接触性皮膚炎・骨髄炎、感染慢性創傷 

10 293 Parkia roxburghii G.Don 抗増殖効果 

11 395 Cocos nucifera L. 糖尿病 

12 396 Rheum tanguticum Maxim 免疫調節効果・抗炎症  

13 397 Kaempferia galanga L. 鎮痛効果、抗炎症作用・口内炎、頭痛、喉の痛み 

14 398 Coriandrum sativum L 利尿作用と塩分排泄活性 

15 20 Orthosiphon stamineus Benth. 腎機能障害、糖尿病、痛風  

16 399 Curcuma longa L. 抗増殖能・アンドロゲン依存性前立腺癌 

17 240 Zingiber aromaticum Val 抗腫瘍活性 
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18 400 Morinda citrifolia L 血糖降下作用と肝臓保護作用 

19 22 Phyllanthus urinaria L. 抗酸化と細胞保護効果  

20 401 Myristica fragrans Houtt. 2 型糖尿病や肥満 

21 402 Hydrocotyle asiatica Linn 抗アレルギー活性、抗掻痒活性、抗炎症作用 

22 403 Carica papaya L. 利尿作用 

23 なし Lepiniopsis ternatensis Val なし 

24 404 Andrographis paniculata Ness 高血糖や高血圧症の合併症・糖尿病性腎症  

25 なし Theae sinensis なし 

26 なし Curcuma aeruginosa Roxb なし 

27 405 Curcuma xanthorrhiza Roxb 抗炎症、抗酸化作用、抗 HIV、化学予防作用および抗前立腺癌作用 

Efficacy: Disorders of appetite (DOA):食欲障害 

28 406 Foeniculum vulgare Mill. 糖尿病、気管支炎、慢性咳・腎臓結石・抗酸化性 

29 32 Zingiber purpureum Roxb (indirect)抗真菌剤の阻害活性 

30 149 Pluchea indica Less 抗炎症、抗潰瘍、抗解熱、血糖降下、利尿、抗微生物作用 

31 407 Punica granatum L 抗糖尿病効果・高脂血症、膵臓細胞の脂質過酸化への効果と抗酸化酵素 

32 408 Zingiber officinale Rosc 代謝性疾患の予防 

33 41 Guazuma ulmifolia Lamk. 2 型糖尿病、抗糖尿病効果 

34 231 Cinnamomum burmani Bl (indirect)CYP3A4 と CYP2D6 の阻害 

35 
なし Parameria laevigata (Juss.) 

Moldenke 

なし 

36 44 Rheum tanguticum Maxim 炎症性腸疾患  

37 45 Murraya paniculata Jacq G.(ランブル鞭毛虫)の腸管感染症 

38 409 Kaempferia galanga L. 消化器疾患・ヘリコバクターピロリの成長阻害 

39 410 Coriandrum sativum L 糖尿病 

40 411 Trigonella foenum-graecum L. 糖尿病・抗酸化 

41 412 Orthosiphon stamineus Benth. 糖尿病、腎臓、尿疾患、高血圧、骨や筋肉の痛み  

42 413 Curcuma longa L. 抗酸化活性と抗がん剤 ・抗糖尿病効果 

43 240 Zingiber aromaticum Val 抗腫瘍活性 

44 なし Galla lusitania なし 

45 
414 

Areca catechu L 

膵コレステロールエステラーゼ（pCEase）阻害活性・食事コレステリルの吸収を

低下 

46 なし Lepiniopsis ternatensis Val なし 

47 なし Woodfordia floribunda Salisb. なし 

48 415 Piper betle L 抗糖尿病活性 
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49 なし Theae sinensis なし 

50 63 Curcuma heyneana Val. 抗炎症作用  

51 なし Curcuma aeruginosa Roxb なし 

52 416 Kaempferia pandurata 虫歯・歯周炎 

53 417 Curcuma xanthorrhiza Roxb 抗炎症作用、抗腫瘍効果、創傷治癒効果および血清コレステロール低下効果  

Efficacy: Disorders of mood and behavior (DMB)：気分や行動の障害	
  

54 418 Foeniculum vulgare Mill. 認知症やアルツハイマー病などの認知障害 

55 203 Piper retrofractum Vahl. 抗酸化活性 

56 419 
Syzygium aromaticum (L.) Merr. 

& L. M. Perry 

(indirect)便秘・潰瘍・下剤 

57 420 Zingiber officinale Rosc アルツハイマー病 

58 421 Nigella sativa L. 抗不安作用 

59 333 Amomum compactum Soland (indirect)喘息 

60 231 Cinnamomum burmani Bl (indirect)CYP3A4 と CYP2D6 の阻害 

61 394 Melaleuca leucadendra L. 感染症・抗菌、抗炎症・接触性皮膚炎・骨髄炎、感染慢性創傷 

62 
なし Parameria laevigata (Juss.) 

Moldenke 

なし 

63 293 Parkia roxburghii G.Don 抗増殖効果 

64 203 Piper cubeba L.f. 抗炎症作用・抗アレルギー作用および鎮痛作用 

65 422 Kaempferia galanga L. モノアミン酸化酵素阻害薬 

66 423 Coriandrum sativum L 不安や不眠の軽減・鎮静効果や筋弛緩効果 

67 424 Curcuma longa L. 抗不安様作用 

68 425 Piper nigrum L 海馬の記憶障害や神経変性を改善・海馬の神経栄養効果 

69 240 Zingiber aromaticum Val 抗腫瘍活性 

70 426 Languas galanga (L.) Stuntz (indirect)抗白血病効果 

71 72 Carum copticum (L.) Benth 抗コリン、抗ヒスタミン、b -アドレナリン刺激作用  

72 73 Myristica fragrans Houtt. (indirect)肥満、おそらく 2 型糖尿病  

73 427 Hydrocotyle asiatica Linn うつ病や不安の症状を軽減  

74 なし Lepiniopsis ternatensis Val なし 

75 
428 

Andrographis paniculata Ness 

風邪の予防と治療、抗炎症、抗ウイルス、抗血栓、血圧降下、抗アテローム硬

化性 

76 429 Piper betle L アセチルコリンエステラーゼ阻害作用 

77 430 Curcuma xanthorrhiza Roxb 抗菌作用、肝障害保護効果・神経保護作用・抗酸化剤や抗炎症剤 

Efficacy: Gastrointestinal disorders (GST)：胃腸障害	
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78 431 Foeniculum vulgare Mill. 抗胃潰瘍誘発作用と抗酸化作用 

79 なし Clausena anisum-olens Merr.  

84 432 Glycyrrhiza uralensis Fisch 胃潰瘍、関節炎、リウマチの抗炎症剤  

85 12 Imperata cylindrica Beauv. (indirect)血小板凝集を抑制する、血管拡張活動 

86 433 Cichorium intybus L. 抗潰瘍誘発能力・胃の保護 

87 200 Atractylodis Macrocephala 癌性悪液質 

88 81 Allium sativum 糖尿病関連代謝疾患及び酸化ストレス  

89 
なし Merremia mammosa (Lour.) 

Hall.f. 

なし 

90 なし Pandanus conoideus Lamk なし 

91 89 Physalis peruviana L. 抗肝細胞癌、抗炎症作用  

92 434 Gynura segetum (Lour.) Merr. がん、糖尿病や高血圧、抗血管新生作用 

93 435 Acorus calamus L. 精神安定、鎮静剤、抗潰瘍、鎮痙と抗硬化性 

94 93 Syzygium cumini (L.) Skeels 抗糖尿病剤 

95 98 Magnolia officinalis Rehd. 咳、風邪、発熱、慢性気管支炎、胃の病気  

96 436 Zea mays L 鎮痛作用、抗炎症作用・炎症性疾患 

97 437 Zingiber officinale Rosc 胃潰瘍に対する保護作用 

98 99 Psidium guajava L 酸化防止剤、抗炎症作用、抗アレルギー作用 

99 
100 

Ganoderma lucidum (Leyss.ex 

Fr.) Karst 

抗腫瘍活性 

100 101 Citrus reticulata Blanco 胃癌 

101 102 Nigella sativa L. (indirect)肝臓保護活動  

102 333 Amomum compactum Soland (indirect)喘息 

103 なし Melaleuca leucadendra L. なし 

104 293 Parkia roxburghii G.Don 抗増殖効果 

105 なし Soya max Piper なし 

106 104 Cocos nucifera L. 抗マラリア薬 

107 409 Kaempferia galanga L. 消化器疾患・ヘリコバクターピロリの成長阻害 

108 438 Coriandrum sativum L 消化器、心血管疾患・消化不良、腹部疝痛、下痢、高血圧または利尿薬として 

109 439 Orthosiphon stamineus Benth. 胃保護・抗潰瘍誘発活性 

110 440 Curcuma longa L. 炎症、胃炎や胃潰瘍 

111 240 Zingiber aromaticum Val 抗腫瘍活性 

112 なし Phaleria papuana なし 

113 119 Morinda citrifolia L 胃食道の炎症性疾患  
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114 441 Phyllanthus urinaria L. ヘリコバクターピロリ・抗菌活性・消化性潰瘍や胃癌の化学予防剤  

115 なし Aucklandiae lappae なし 

116 123 Momordica charantia L 糖尿病、酸化防止剤 

117 442 Hydrocotyle asiatica Linn 胃潰瘍・抗炎症作用 

118 なし Lepiniopsis ternatensis Val なし 

119 311 Alstonia scholaris 慢性呼吸器疾患、気管支炎や風邪の症状、抗炎症作用および鎮痛作用 

120 443 Abrus precatorius L. 抗血小板、抗炎症、抗アレルギー 

121 130 Andrographis paniculata Ness 急性下痢、上気道感染（URI）  

122 なし Symplocos odoratissima Choisy なし 

123 
132 

Schisandra chinensis (Turcz.) 

Baill. 
強壮、肝臓保護と抗酸化剤 

124 133 Apium graveolens L 胃潰瘍 

125 135 Silybum marianum (L.) Gaertner 肝臓保護剤、酸化防止剤、抗線維性、免疫調節性、抗腫瘍剤 

126 136 Spirulina 抗炎症作用と抗酸化作用、貧血や免疫老化の改善  

127 137 Stevia rebaudiana Bertonii M. 抗肥満効果  

128 323 
Catharanthus roseus (L.) G. 

Don. 
糖尿病、癌  

129 なし Curcuma aeruginosa Roxb なし 

130 266 Curcuma xanthorrhiza Roxb 利胆薬、芳香族健胃薬、鎮痛薬、リウマチ治療薬・抗炎症作用 

131 140 Curcuma mangga Val. 鎮痛作用、抗炎症作用 

132 なし Wolfiporia extensa (Peck) Ginns なし 

133 143 Daucus carota L. 鎮痙作用 

134 144 Olea europaea L. 抗リウマチ、抗炎症、鎮痛、解熱、血圧降下、抗利尿血管拡張や血糖降下剤  

Efficacy: Female reproductive organ problems (FML)：女性生殖器官の問題 

135 444 Foeniculum vulgare Mill. 原発性月経困難症  

136 
なし Elaeocarpus grandiflora J. E. 

Smith 

なし 

137 146 Tamarindus indica L. 抗菌剤、抗真菌剤 

138 203 Piper retrofractum Vahl. 抗酸化活性 

139 158 Punica granatum L ヒト乳癌 

140 
159 

Uncaria rhynchophylla (Miq.) 

Jacks. 

(indirect)低血圧、brachycardia、抗不整脈および保護脳虚血、鎮静を含む心血

管系や中枢神経系 

141 なし Ligusticum acutilobum なし 

142 445 Zingiber officinale Rosc アンドロゲン活性 
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143 
446 

Guazuma ulmifolia Lamk. 

抗酸化作用、抗菌作用および降圧作用・腎臓および消化器病、発熱、糖尿病・

胃保護効果・抗炎症作用 

144 162 Cuminum cyminum L 抗骨粗鬆症  

145 447 Nigella sativa L. 糖尿病、高血圧、皮膚症状・乳がん細胞 

146 
163 

Terminalia bellirica (Gaertn) 

Roxb. 
(indirect)抗うつ薬のような作用 

147 164 Baeckea frutescens L. 細胞障害活性 

148 なし Phaseolus radiatus L. なし 

149 333 Amomum compactum Soland (indirect)喘息 

150 166 Sauropus androgynus Merr 授乳中の母乳の生産を増加させる 

151 
なし Parameria laevigata (Juss.) 

Moldenke 

なし 

152 
167 

Psophocarpus tetragonolobus 

DC 

抗菌作用 

153 293 Parkia roxburghii G.Don 抗増殖効果 

154 397 Kaempferia galanga L. 鎮痛効果、抗炎症作用・口内炎、頭痛、喉の痛み 

155 170 Coriandrum sativum L 性交後避妊作用 

156 なし Kaempferia angustifolia Rosc. なし 

157 171 Kaempferia rotunda L. 抗酸化作用 

158 172 Curcuma longa L. エストロゲン陽性細胞の増殖を減少 

159 173 Ocimum sanctum L 避妊効果、抗接合子効果、胚盤胞毒性効果、抗着床効果、早期堕胎効果 

160 240 Zingiber aromaticum Val 抗腫瘍活性 

161 なし Galla lusitania なし 

162 なし Quercus lusitanica Lamk. なし 

163 448 Messua ferrea L.   

164 179 Prunus persica (L.) Batsch エストロゲン活性 

165 180 Areca catechu L 堕胎効果 

166 なし Lepiniopsis ternatensis Val なし 

167 なし Sindora sumatrana なし 

168 184 Piper betle L 避妊活性 

169 187 Nyctanthes arbor-tritis L 坐骨神経痛、関節炎、発熱、様々な痛みを伴う症状の治療や下剤 

170 189 Ficus deltoidea Jack. 抗メラニン効果・抗酸化活性・化粧品の脱色剤 

171 190 Elephantopus scaber L. マウス乳腺癌 

172 192 Kaempferia pandurata ヒト乳腺癌 
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173 449 Curcuma xanthorrhiza Roxb エストロゲン効果 

174 193 Solanum verbacifolium Set.W 皮膚病や（ウイルス、細菌や原生動物）抗菌感染症 

175 なし Tetranthera brawas なし 

176 194 Sesbania grandiflora Pers 頭痛、腫脹、貧血、気管支炎、痛み、肝疾患や腫瘍  

Efficacy: Musculoskeletal and connective tissue disorders (MSC)：筋骨格系および結合組織障害 

177 450 Foeniculum vulgare Mill. 弛緩（気管支拡張）効果  

178 451 Zingiber purpureum Roxb (indirect)抗真菌剤の阻害活性 

179 203 Piper retrofractum Vahl. 抗酸化活性 

180 67 Capsicum annum L. 抗酸化酵素活性 

181 275 
Syzygium aromaticum (L.) Merr. 

& L. M. Perry 
抗炎症作用、抗侵害作用 

182 212 Cola nitida A.Chev 抗エストロゲン様物質として性腺刺激ホルモンの放出抑制 

183 452 Plantago major L 抗炎症作用、肝臓保護作用 

184 なし Dioscorea opposite Thunb なし 

185 221 Justicia gendarussa Burm.f 抗関節炎 

186 
223 Panax ginseng L. 

抗炎症作用、抗酸化作用、抗癌作用・心理的機能、免疫機能、糖尿病関連症

状の向上 

187 453 Angelica sinensis (Oliv.) Diels 血液の質を浄化し、循環を改善する効果 

188 なし Equisetum debile Roxb. なし 

189 226 Zingiber officinale Rosc 変形性関節症などの炎症性疾患  

190 333 Amomum compactum Soland (indirect)喘息 

191 272 Cinnamomum burmani Bl (indirect)CYP3A4 と CYP2D6 の阻害 

192 293 Parkia roxburghii G.Don 抗増殖効果 

193 19 Strobilanthes crispus Bl. 抗糖尿病作用、利尿作用、抗がん作用や血圧低下作用 

194 454 Piper cubeba L.f. 抗アンドロゲン作用、抗エストロゲン作用、抗炎症作用・前立腺肥大症（BPH） 

195 234 Kaempferia galanga L. 緩和歯痛、腹痛、筋肉の腫れやリウマチ・鎮痛効果 

196 423 Coriandrum sativum L 不安や不眠の軽減・鎮静効果や筋弛緩効果 

197 235 Cola acuminata Schott et Endl 癌化学予防・抗酸化能力 

198 70 Coffea arabica L. (indirect)GABA の蓄積 

199 412 Orthosiphon stamineus Benth. 糖尿病、腎臓、尿疾患、高血圧、骨や筋肉の痛み  

200 455 Curcuma longa L. RANKL 誘導破骨細胞の分化抑制効果 

201 236 Piper nigrum L 消化器疾患・便秘や下痢・消化管運動機能障害  

202 なし Piperis Albi なし 

203 237 Alpinia galanga SW. 抗リウマチ作用 ・関節炎 
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204 なし Zingiber amaricans Bl なし 

205 239 Zingiber zerumbet SM 抗炎症作用・肉芽形成を抑制 

206 240 Zingiber aromaticum Val 抗腫瘍活性 

207 241 Languas galanga (L.) Stuntz 多発性骨髄腫 

208 242 Nigella damascena 抗炎症効果・抗菌効果  

209 なし Massoia aromatica Becc. なし 

210 456 Phyllanthus urinaria L. 平滑筋に直接作用をし収縮 

211 247 Panax pseudoginseng Wall. 循環障害・梗塞サイズの縮小・心筋保護・抗酸化作用 

212 457 Myristica fragrans Houtt. 骨芽細胞の分化を刺激・骨代謝のタンパク同化活性 

213 なし Pandanus amaryllifolius Roxb なし 

214 249 Eurycoma longifolia Jack. アンドロゲン欠乏骨粗鬆症  

215 251 
Euchresta horsfieldii (Lesch.) 

Benn. 

(indirect)脂質低下作用 

216 なし Lepiniopsis ternatensis Val なし 

217 なし Pimpinella pruatjan Molkenb. なし 

218 
なし Syzygium polyanthum Wigh 

Walp 

なし 

219 458 Andrographis paniculata Ness 子宮平滑筋の弛緩 

220 261 Sida rhombifolia L 抗関節炎作用 

221 なし Cinnamomum sintok Bl. なし 

222 なし Talinum paniculatum Gaertn なし 

223 265 Cyperus rotundus L 抗疲労性 

224 459 Sonchus arvensis L (indirect)抗菌活性 

225 266 Curcuma xanthorrhiza Roxb 利胆薬、芳香族健胃薬、鎮痛薬、リウマチ治療薬・抗炎症作用 

226 
267 Tribulus terrestris 

利尿薬と結腸の痛み、高血圧や高コレステロール血症·に対するいくつかの平

滑筋痙攣 

227 271 Pausinystalia yohimbe 媚薬と勃起強化作用・血管収縮作用 

Efficacy: Pain/inflammation (PIN)：痛み/炎症 

228 460 Foeniculum vulgare Mill. 抗炎症作用、鎮痛作用および抗酸化作用 

229 432 Glycyrrhiza uralensis Fisch 胃潰瘍、関節炎、リウマチの抗炎症剤  

230 273 Allium cepae MRSA とピロリ菌に対する抗菌活性 

231 203 Piper retrofractum Vahl. 抗酸化活性 

232 275 
Syzygium aromaticum (L.) Merr. 

& L. M. Perry 
抗侵害作用、抗炎症作用 
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233 279 Graptophyllum pictum Griff 抗炎症作用 

234 なし Gaultheria punctata なし 

235 なし Coleus scutellarioides なし 

236 461 Zingiber officinale Rosc 抗炎症作用 

237 333 Amomum compactum Soland 喘息 

238 
291 Cinnamomum camphora (L.) 

Presl. 

抗炎症作用 

239 なし Cinnamomum cullilawan Bl. なし 

240 231 Cinnamomum burmani Bl (indirect)CYP3A4 と CYP2D6 の阻害 

241 
292 

Cinnamomum cassia Nees ex 

Bl. 
抗炎症、抗がん剤やその他の活動酸化防止剤  

242 462 Melaleuca leucadendra L. 防腐、抗炎症作用・抗菌 

243 293 Parkia roxburghii G.Don 抗増殖効果 

244 463 Cocos nucifera L. 炎症性疾患・抗炎症作用や鎮痛作用 

245 
295 Carthamus tinctorius L. 

炎症関連疾患・血液の循環を活性化し、血液のうっ滞を分割し、月経を促進す

る 

246 454 Piper cubeba L.f. 抗アンドロゲン作用、抗エストロゲン作用、抗炎症作用・前立腺肥大症（BPH） 

247 234 Kaempferia galanga L. 緩和歯痛、腹痛、筋肉の腫れやリウマチ・鎮痛効果 

248 464 Piper nigrum L 抗炎症作用 

249 240 Zingiber aromaticum Val 抗腫瘍活性 

250 241 Languas galanga (L.) Stuntz 多発性骨髄腫 

251 301 Mentha piperita L 抗炎症作用、鎮痙作用、去痰作用や抗うっ血  

252 302 Morus australis Poir. 細胞障害性 

253 465 Myristica fragrans Houtt. 健胃薬、鎮痛薬、リウマチ薬・抗炎症作用 

254 466 Euphorbia hirta L. 鎮痛作用、解熱作用、抗炎症作用 

255 402 Hydrocotyle asiatica Linn 抗アレルギー活性、抗掻痒活性、抗炎症作用 

256 310 Mentha arvensis L アナフィラキシー反応  

257 なし Lepiniopsis ternatensis Val なし 

258 319 Moschosma polystachium Benth (indirect)局所駆散効果 

259 467 Blumea balsamifera DC. 抗肥満効果・アテローム産生抑制性、抗炎症性、抗糖尿病作用 

260 321 Cymbopogon nardus L. Rendle 鎮痛作用 

261 468 Thymus vulgaris L 鎮痛作用・急性および慢性疼痛の調節効果 

262 417 Curcuma xanthorrhiza Roxb 抗炎症作用、抗腫瘍効果、創傷治癒効果および血清コレステロール低下効果  

263 なし Valeriana javanica (Bl) DC. なし 
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Efficacy: Respiratory disease (RSP)：呼吸器疾患 

264 327 Foeniculum vulgare Mill. 結核やその他の呼吸器疾患 

265 328 Glycyrrhiza uralensis Fisch 重症急性呼吸器症候群（SARS） 

266 203 Piper retrofractum Vahl. 抗酸化活性 

267 469 
Syzygium aromaticum (L.) Merr. 

& L. M. Perry 

抗単純ヘルペスウイルス・ヒトサイトメガロウイルス（CMV）との複製を阻害 

268 470 
Echinacea purpurea 

のどの痛み、咳、炎症などの上気道感染症・A 群連鎖球菌・細菌性呼吸器感

染症 

269 471 Zingiber officinale Rosc 呼吸器疾患  

270 333 Amomum compactum Soland 喘息 

271 なし Usnea misaminensis (Vain) Not. なし 

272 231 Cinnamomum burmani Bl (indirect)CYP3A4 と CYP2D6 の阻害 

273 18 Melaleuca leucadendra L. 感染症・抗菌、抗炎症・接触性皮膚炎・骨髄炎、感染慢性創傷 

274 293 Parkia roxburghii G.Don 抗増殖効果 

275 472 Cocos nucifera L. 炎症性疾患・鎮痛作用、抗炎症作用 

276 203 Piper cubeba L.f. 抗炎症作用・抗アレルギー作用および鎮痛作用 

277 397 Kaempferia galanga L. 鎮痛効果、抗炎症作用・口内炎、頭痛、喉の痛み 

278 473 Curcuma longa L. 慢性閉塞性肺疾患、急性肺障害、急性呼吸窮迫症候群、アレルギー喘息 

279 474 Piper nigrum L ヒスタミン遊離阻害 

280 240 Zingiber aromaticum Val 抗腫瘍活性 

281 475 Mentha piperita L 抗炎症作用、鎮痙作用、去痰作用や抗うっ血  

282 476 Myristica fragrans Houtt. 抗菌活性 

283 477 Hydrocotyle asiatica Linn 酸化防止作用、抗炎症作用・敗血症性肺傷害 

284 478 Mentha arvensis L 抗カンジダ活性・抗菌活性 

285 なし Lepiniopsis ternatensis Val なし 

286 479 Helicteres isora L. 抗菌活性 

287 480 Paederia foetida L 抗炎症作用 

288 346 Blumea balsamifera DC. 高血圧、リウマチ・抗癌作用 

289 481 Cymbopogon nardus L. Rendle 増殖抑制効果 

290 482 Curcuma xanthorrhiza Roxb 日和見糸状菌に対する抗真菌活性 

291 483 
Curcuma zedoaria (Berg.) 

Roscoe 

抗菌活性・抗真菌活性・細菌や真菌感染症 

Efficacy: Wounds and skin infections (WND)：傷や皮膚感染症	
  

292 484 Foeniculum vulgare Mill. 抗真菌活性 
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293 なし Zanthoxylum acanthopodium なし 

294 353 Pachyrrhizus erosus Urb 抗単純ヘルペスウイルス（HSV）作用 

295 なし Strychnos ligustrina Bl なし 

296 354 Tinospora tuberculata Beumee 一酸化窒素放出の阻害 

297 356 Santalum album L. 炎症や噴火皮膚疾患・皮膚の乳頭腫 

298 357 Theobroma cacao L 循環器、消化器・慢性炎症性疾患 

299 485 Polygonum multiflorum Thunb. 抗炎症作用・炎症性疾患 

300 486 Garcinia cambogia 胃保護効果・抗炎症作用・炎症性腸疾患（IBD） 

301 487 Zingiber officinale Rosc 抗酸化活性・抗菌作用 

302 360 Anacardium occidentale リポ多糖（LPS）誘発敗血症性ショックに対する作用 

303 361 Citrus sinensis (L.) Osbeck 抗真菌、抗アフラトキシン産生菌、抗酸化活性  

304 362 Citrus aurantium 抗炎症作用 

305 363 Citrus hystrix DC. 抗菌活性 

306 364 Cassia siamea Lamk 抗マラリア活性・血管弛緩活性 

307 365 Aquilaria sinensis (indirect)香・下剤効果 

308 488 Caesalpinia sappan L 結核、下痢、赤痢、皮膚感染症、貧血 

309 なし Elettaria speciosa Blume なし 

310 104 Cocos nucifera L. 抗マラリア薬 

311 366 Aleurites moluccana (L.) Willd. 抗菌活性 

312 368 Canangium odoratum Baill. (indirect)化粧品 

313 369 Tagetes erecta L 抗菌活性・抗マラリア原虫効果 

314 370 Cassia alata L. 白癬の感染症、皮膚関連疾患  

315 489 Curcuma longa L. 炎症性疾患・抗酸化、抗菌・抗炎症・がんだけでなく炎症性腸疾患 

316 373 Vetiveria zizanioides 抗酸化能力  

317 374 Lavandula angustifolia Mill. 痛み、感染症、リラクゼーション、鎮静・退行性炎症性疾患、伝染病、癌 

318 490 Vitex trifolia L 創傷治癒能力 

319 240 Zingiber aromaticum Val 抗腫瘍活性 

320 375 Aloe vera L. 創傷治癒調節 

321 なし Nothopanax scutellarium Merr. なし 

322 376 Rosa chinensis Jacq. 抗真菌特性 

323 377 Jasminum sambac (L.) W.Ait (indirect)化粧品 

324 491 Mentha piperita L 抗侵害受容作用・抗炎症作用 

325 378 Cucumis sativus L. (indirect)皮膚美白剤 

326 379 Pogostemon cablin Benth. 普通の風邪、吐き気、下痢,頭痛、発熱・抗炎症鎮痛作用 
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327 380 Eclipta prostrata L. 殺レーシュマニア性 

328 382 Oryza sativa L. 抗炎症作用  

329 465 Myristica fragrans Houtt. 健胃薬、鎮痛薬、リウマチ薬・抗炎症作用 

330 384 Hydrocotyle asiatica Linn (indirect)心臓保護作用 

331 385 Hibiscus sabdariffa L. 高血圧、発熱、炎症、肝疾患、肥満  

332 54 Laminaria japonica 関節リウマチ(RA)、アレルギー疾患、炎症性腸疾患（IBD） 

333 492 Andrographis paniculata Ness 抗マラリア原虫作用 

334 なし Ocimum polystachyon L なし 

335 493 Cassia angustifolia Vahl. 抗真菌活性 

336 494 Cymbopogon nardus L. Rendle 鎮痛作用 

337 495 Crataegus pinnatifida BGE Var 抗酸化性、抗炎症性・腫瘍の促進に対するがん化学予防剤 

338 496 Piper betle L 抗マラリア作用・抗マラリア原虫 

339 386 Melaleuca alternifolia L. 足白癬・皮膚感染症 

340 63 Curcuma heyneana Val. 抗炎症作用  

341 497 Curcuma xanthorrhiza Roxb 傷や怪我 

342 498 Cassia fistula L 抗腫瘍作用、抗酸化作用、抗菌作用、抗糖尿病作用・感染した皮膚の創傷 

	
 

	
 

	
 

補足資料 3	
 Bootstrap 法により 9 つのグループに分類された植物の薬効・適応症	
 

番

号 

参

考

文

献 

植物名 薬効・適応症 

Efficacy: Urinary related problems (URI)：尿関連の問題 

1 388 Foeniculum vulgare Mill. 利尿効果  

2 391 Zingiber officinale Rosc 腎保護効果・抗酸化活性 

3 333 Amomum compactum Soland 喘息 

4 394 Melaleuca leucadendra L. 感染症・抗菌、抗炎症・接触性皮膚炎・骨髄炎、感染慢性創傷 

5 293 Parkia roxburghii G.Don 抗増殖効果 

6 395 Cocos nucifera L. 糖尿病 

7 397 Kaempferia galanga L. 鎮痛効果、抗炎症作用・口内炎、頭痛、喉の痛み 

8 398 Coriandrum sativum L 利尿作用と塩分排泄活性 

9 20 Orthosiphon stamineus Benth. 腎機能障害、糖尿病、痛風  
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10 399 Curcuma longa L. 抗増殖能・アンドロゲン依存性前立腺癌 

11 240 Zingiber aromaticum Val 抗腫瘍活性 

12 400 Morinda citrifolia L 血糖降下作用と肝臓保護作用 

13 22 Phyllanthus urinaria L. 抗酸化と細胞保護効果  

14 402 Hydrocotyle asiatica Linn 抗アレルギー活性、抗掻痒活性、抗炎症作用 

15 なし Lepiniopsis ternatensis Val なし 

16 404 Andrographis paniculata Ness 高血糖や高血圧症の合併症・糖尿病性腎症  

17 405 Curcuma xanthorrhiza Roxb 抗炎症、抗酸化作用、抗 HIV、化学予防作用および抗前立腺癌作用 

Efficacy: Disorders of appetite (DOA):食欲障害 

18 406 Foeniculum vulgare Mill. 糖尿病、気管支炎、慢性咳・腎臓結石・抗酸化性 

19 451 Zingiber purpureum Roxb 抗真菌剤の阻害活性 

20 407 Punica granatum L 抗糖尿病効果・高脂血症、膵臓細胞の脂質過酸化への効果と抗酸化酵素 

21 41 Guazuma ulmifolia Lamk. 2 型糖尿病、抗糖尿病効果 

22 
なし Parameria laevigata (Juss.) 

Moldenke 

なし 

23 45 Murraya paniculata Jacq G.(ランブル鞭毛虫)の腸管感染症 

24 409 Kaempferia galanga L. 消化器疾患・ヘリコバクターピロリの成長阻害 

25 410 Coriandrum sativum L 糖尿病 

26 413 Curcuma longa L. 抗酸化活性と抗がん剤 ・抗糖尿病効果 

27 なし Galla lusitania なし 

28 なし Lepiniopsis ternatensis Val なし 

29 なし Woodfordia floribunda Salisb. なし 

30 415 Piper betle L 抗糖尿病活性 

31 416 Kaempferia pandurata 虫歯・歯周炎 

32 417 Curcuma xanthorrhiza Roxb 抗炎症作用、抗腫瘍効果、創傷治癒効果および血清コレステロール低下効果  

Efficacy: Disorders of mood and behavior (DMB)：気分や行動の障害 

33 418 Foeniculum vulgare Mill. 認知症やアルツハイマー病などの認知障害 

34 203 Piper retrofractum Vahl. 抗酸化活性 

35 419 
Syzygium aromaticum (L.) Merr. 

& L. M. Perry 

便秘・潰瘍・下剤 

36 420 Zingiber officinale Rosc アルツハイマー病 

37 333 Amomum compactum Soland 喘息 

38 231 Cinnamomum burmani Bl CYP3A4 と CYP2D6 の阻害 

39 394 Melaleuca leucadendra L. 感染症・抗菌、抗炎症・接触性皮膚炎・骨髄炎、感染慢性創傷 
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40 
なし Parameria laevigata (Juss.) 

Moldenke 

なし 

41 293 Parkia roxburghii G.Don 抗増殖効果 

42 422 Kaempferia galanga L. モノアミン酸化酵素阻害薬 

43 423 Coriandrum sativum L 不安や不眠の軽減・鎮静効果や筋弛緩効果 

44 424 Curcuma longa L. 抗不安様作用 

45 425 Piper nigrum L 海馬の記憶障害や神経変性を改善・海馬の神経栄養効果 

46 240 Zingiber aromaticum Val 抗腫瘍活性 

47 426 Languas galanga (L.) Stuntz 抗白血病効果 

48 73 Myristica fragrans Houtt. 肥満、おそらく 2 型糖尿病  

49 なし Lepiniopsis ternatensis Val なし 

50 429 Piper betle L アセチルコリンエステラーゼ阻害作用 

51 430 Curcuma xanthorrhiza Roxb 抗菌作用、肝障害保護効果・神経保護作用・抗酸化剤や抗炎症剤 

Efficacy: Gastrointestinal disorders (GST)：胃腸障害 

52 431 Foeniculum vulgare Mill. 抗胃潰瘍誘発作用と抗酸化作用 

53 なし Clausena anisum-olens Merr. なし 

54 12 Imperata cylindrica Beauv. 血小板凝集を抑制する、血管拡張活動 

55 81 Allium sativum 糖尿病関連代謝疾患及び酸化ストレス  

56 なし Pandanus conoideus Lamk なし 

57 278 Gynura segetum (Lour.) Merr. がん、糖尿病や高血圧、抗血管新生作用 

58 437 Zingiber officinale Rosc 胃潰瘍に対する保護作用 

59 99 Psidium guajava L 酸化防止剤、抗炎症作用、抗アレルギー作用 

60 102 Nigella sativa L. 肝臓保護活動  

61 333 Amomum compactum Soland 喘息 

62 なし Melaleuca leucadendra L. なし 

63 293 Parkia roxburghii G.Don 抗増殖効果 

64 104 Cocos nucifera L. 抗マラリア薬 

65 409 Kaempferia galanga L. 消化器疾患・ヘリコバクターピロリの成長阻害 

66 438 Coriandrum sativum L 消化器、心血管疾患・消化不良、腹部疝痛、下痢、高血圧または利尿薬として 

67 439 Orthosiphon stamineus Benth. 胃保護・抗潰瘍誘発活性 

68 440 Curcuma longa L. 炎症、胃炎や胃潰瘍 

69 なし Phaleria papuana なし 

70 119 Morinda citrifolia L 胃食道の炎症性疾患  

71 441 Phyllanthus urinaria L. ヘリコバクターピロリ・抗菌活性・消化性潰瘍や胃癌の化学予防剤  
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72 123 Momordica charantia L 糖尿病、酸化防止剤 

73 442 Hydrocotyle asiatica Linn 胃潰瘍・抗炎症作用 

74 なし Lepiniopsis ternatensis Val なし 

75 311 Alstonia scholaris 慢性呼吸器疾患、気管支炎や風邪の症状、抗炎症作用および鎮痛作用 

76 345 Abrus precatorius L. 抗血小板、抗炎症、抗アレルギー 

77 130 Andrographis paniculata Ness 急性下痢、上気道感染（URI）  

78 なし Symplocos odoratissima Choisy なし 

79 133 Apium graveolens L 胃潰瘍 

80 なし Curcuma aeruginosa Roxb なし 

81 266 Curcuma xanthorrhiza Roxb 利胆薬、芳香族健胃薬、鎮痛薬、リウマチ治療薬・抗炎症作用 

Efficacy: Female reproductive organ problems (FML)：女性生殖器官の問題 

82 444 Foeniculum vulgare Mill. 原発性月経困難症  

83 146 Tamarindus indica L. 抗菌剤、抗真菌剤 

84 203 Piper retrofractum Vahl. 抗酸化活性 

85 158 Punica granatum L ヒト乳癌 

86 445 Zingiber officinale Rosc アンドロゲン活性 

87 446 
Guazuma ulmifolia Lamk. 

抗酸化作用、抗菌作用および降圧作用・腎臓および消化器病、発熱、糖尿病・

胃保護効果・抗炎症作用 

88 163 
Terminalia bellirica (Gaertn) 

Roxb. 
抗うつ薬のような作用 

89 164 Baeckea frutescens L. 細胞障害活性 

90 333 Amomum compactum Soland 喘息 

91 166 Sauropus androgynus Merr 授乳中の母乳の生産を増加させる 

92 
なし Parameria laevigata (Juss.) 

Moldenke 

なし 

93 165 Parkia roxburghii G.Don 抗増殖効果 

94 397 Kaempferia galanga L. 鎮痛効果、抗炎症作用・口内炎、頭痛、喉の痛み 

95 170 Coriandrum sativum L 性交後避妊作用 

96 なし Kaempferia angustifolia Rosc. なし 

97 172 Curcuma longa L. エストロゲン陽性細胞の増殖を減少 

98 240 Zingiber aromaticum Val 抗腫瘍活性 

99 なし Galla lusitania なし 

100 なし Quercus lusitanica Lamk. なし 

101 180 Areca catechu L 堕胎効果 
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102 なし Lepiniopsis ternatensis Val なし 

103 184 Piper betle L 避妊活性 

104 190 Elephantopus scaber L. マウス乳腺癌 

105 192 Kaempferia pandurata ヒト乳腺癌 

106 449 Curcuma xanthorrhiza Roxb エストロゲン効果 

Efficacy: Musculoskeletal and connective tissue disorders (MSC)：筋骨格系および結合組織障害 

107 450 Foeniculum vulgare Mill. 弛緩（気管支拡張）効果  

108 203 Piper retrofractum Vahl. 抗酸化活性 

109 275 
Syzygium aromaticum (L.) Merr. 

& L. M. Perry 
抗炎症作用、抗侵害作用 

110 223 
Panax ginseng L. 

抗炎症作用、抗酸化作用、抗癌作用・心理的機能、免疫機能、糖尿病関連症

状の向上 

111 なし Equisetum debile Roxb. なし 

112 226 Zingiber officinale Rosc 変形性関節症などの炎症性疾患  

113 333 Amomum compactum Soland 喘息 

114 231 Cinnamomum burmani Bl CYP3A4 と CYP2D6 の阻害 

115 293 Parkia roxburghii G.Don 抗増殖効果 

116 234 Kaempferia galanga L. 緩和歯痛、腹痛、筋肉の腫れやリウマチ・鎮痛効果 

117 235 Cola acuminata Schott et Endl 癌化学予防・抗酸化能力 

118 412 Orthosiphon stamineus Benth. 糖尿病、腎臓、尿疾患、高血圧、骨や筋肉の痛み  

119 455 Curcuma longa L. RANKL 誘導破骨細胞の分化抑制効果 

120 236 Piper nigrum L 消化器疾患・便秘や下痢・消化管運動機能障害  

121 なし Piperis Albi なし 

122 237 Alpinia galanga SW. 抗リウマチ作用 ・関節炎 

123 なし Zingiber amaricans Bl なし 

124 239 Zingiber zerumbet SM 抗炎症作用・肉芽形成を抑制 

125 240 Zingiber aromaticum Val 抗腫瘍活性 

126 241 Languas galanga (L.) Stuntz 多発性骨髄腫 

127 なし Massoia aromatica Becc. なし 

128 456 Phyllanthus urinaria L. 平滑筋に直接作用をし収縮 

129 457 Myristica fragrans Houtt. 骨芽細胞の分化を刺激・骨代謝のタンパク同化活性 

130 249 Eurycoma longifolia Jack. アンドロゲン欠乏骨粗鬆症  

131 なし Lepiniopsis ternatensis Val なし 

132 なし Pimpinella pruatjan Molkenb. なし 
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133 458 Andrographis paniculata Ness 子宮平滑筋の弛緩 

134 261 Sida rhombifolia L 抗関節炎作用 

135 なし Cinnamomum sintok Bl. なし 

136 なし Talinum paniculatum Gaertn なし 

137 265 Cyperus rotundus L 抗疲労性 

138 459 Sonchus arvensis L 抗菌活性 

139 266 Curcuma xanthorrhiza Roxb 利胆薬、芳香族健胃薬、鎮痛薬、リウマチ治療薬・抗炎症作用 

Efficacy: Pain/inflammation (PIN)：痛み/炎症 

140 460 Foeniculum vulgare Mill. 抗炎症作用、鎮痛作用および抗酸化作用 

141 203 Piper retrofractum Vahl. 抗酸化活性 

142 275 
Syzygium aromaticum (L.) Merr. 

& L. M. Perry 
抗侵害作用、抗炎症作用 

143 279 Graptophyllum pictum Griff 抗炎症作用 

144 なし Gaultheria punctata なし 

145 461 Zingiber officinale Rosc 抗炎症作用 

146 333 Amomum compactum Soland 喘息 

147 231 Cinnamomum burmani Bl CYP3A4 と CYP2D6 の阻害 

148 462 Melaleuca leucadendra L. 防腐、抗炎症作用・抗菌 

149 293 Parkia roxburghii G.Don 抗増殖効果 

150 463 Cocos nucifera L. 炎症性疾患・抗炎症作用や鎮痛作用 

151 295 
Carthamus tinctorius L. 

炎症関連疾患・血液の循環を活性化し、血液のうっ滞を分割し、月経を促進す

る 

152 234 Kaempferia galanga L. 緩和歯痛、腹痛、筋肉の腫れやリウマチ・鎮痛効果 

153 464 Piper nigrum L 抗炎症作用 

154 240 Zingiber aromaticum Val 抗腫瘍活性 

155 301 Mentha piperita L 抗炎症作用、鎮痙作用、去痰作用や抗うっ血  

156 465 Myristica fragrans Houtt. 健胃薬、鎮痛薬、リウマチ薬・抗炎症作用 

157 310 Mentha arvensis L アナフィラキシー反応  

158 なし Lepiniopsis ternatensis Val なし 

159 467 Blumea balsamifera DC. 抗肥満効果・アテローム産生抑制性、抗炎症性、抗糖尿病作用 

160 494 Cymbopogon nardus L. Rendle 鎮痛作用 

161 417 Curcuma xanthorrhiza Roxb 抗炎症作用、抗腫瘍効果、創傷治癒効果および血清コレステロール低下効果  

Efficacy: Respiratory disease (RSP)：呼吸器疾患 

162 327 Foeniculum vulgare Mill. 結核やその他の呼吸器疾患 
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163 203 Piper retrofractum Vahl. 抗酸化活性 

164 469 
Syzygium aromaticum (L.) Merr. 

& L. M. Perry 

抗単純ヘルペスウイルス・ヒトサイトメガロウイルス（CMV）との複製を阻害 

165 471 Zingiber officinale Rosc 呼吸器疾患  

166 333 Amomum compactum Soland 喘息 

167 231 Cinnamomum burmani Bl CYP3A4 と CYP2D6 の阻害 

168 294 Melaleuca leucadendra L. 感染症・抗菌、抗炎症・接触性皮膚炎・骨髄炎、感染慢性創傷 

169 293 Parkia roxburghii G.Don 抗増殖効果 

170 463 Cocos nucifera L. 炎症性疾患・鎮痛作用、抗炎症作用 

171 397 Kaempferia galanga L. 鎮痛効果、抗炎症作用・口内炎、頭痛、喉の痛み 

172 473 Curcuma longa L. 慢性閉塞性肺疾患、急性肺障害、急性呼吸窮迫症候群、アレルギ喘息 

173 240 Zingiber aromaticum Val 抗腫瘍活性 

174 476 Myristica fragrans Houtt. 抗菌活性 

175 477 Hydrocotyle asiatica Linn 酸化防止作用、抗炎症作用・敗血症性肺傷害 

176 478 Mentha arvensis L 抗カンジダ活性・抗菌活性 

177 なし Lepiniopsis ternatensis Val なし 

178 346 Blumea balsamifera DC. 高血圧、リウマチ・抗癌作用 

179 481 Cymbopogon nardus L. Rendle 増殖抑制効果 

180 482 Curcuma xanthorrhiza Roxb 日和見糸状菌に対する抗真菌活性 

Efficacy: Wounds and skin infections (WND)：傷や皮膚感染症 

181 484 Foeniculum vulgare Mill. 抗真菌活性 

182 なし Strychnos ligustrina Bl なし 

183 356 Santalum album L. 炎症や噴火皮膚疾患・皮膚の乳頭腫 

184 487 Zingiber officinale Rosc 抗酸化活性・抗菌作用 

185 499 Guazuma ulmifolia Lamk. 抗菌活性 

186 362 Citrus aurantium 抗炎症作用 

187 363 Citrus hystrix DC. 抗菌活性 

188 488 Caesalpinia sappan L 結核、下痢、赤痢、皮膚感染症、貧血 

189 104 Cocos nucifera L. 抗マラリア薬 

190 366 Aleurites moluccana (L.) Willd. 抗菌活性 

191 500 Murraya paniculata Jacq 抗アフリカトリパノソーマ作用と抗マラリア作用 

192 489 Curcuma longa L. 炎症性疾患・抗酸化、抗菌・抗炎症・がんだけでなく炎症性腸疾患 

193 373 Vetiveria zizanioides 抗酸化能力  

194 374 Lavandula angustifolia Mill. 痛み、感染症、リラクゼーション、鎮静・退行性炎症性疾患、伝染病、癌 
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195 375 Aloe vera L. 創傷治癒調節 

196 376 Rosa chinensis Jacq. 抗真菌特性 

197 377 Jasminum sambac (L.) W.Ait 化粧品 

198 379 Pogostemon cablin Benth. 普通の風邪、吐き気、下痢,頭痛、発熱・抗炎症鎮痛作用 

199 382 Oryza sativa L. 抗炎症作用  

200 465 Myristica fragrans Houtt. 健胃薬、鎮痛薬、リウマチ薬・抗炎症作用 

201 384 Hydrocotyle asiatica Linn 心臓保護作用 

202 492 Andrographis paniculata Ness 抗マラリア原虫作用 

203 493 Cassia angustifolia Vahl. 抗真菌活性 

204 なし Theae sinensis なし 

205 63 Curcuma heyneana Val. 抗炎症作用  

206 497 Curcuma xanthorrhiza Roxb 傷や怪我 

	
 


